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心 の 糧

第 ９代大管長

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ

「高き神に栄えあれ，地には平和を，入に親しみ」なんと

簡潔な言葉であろうか。なんとその意義の深 く広い言葉であ

ろうか。クリスマスには主の降誕を祝う。主は次の使命を持

って地に降 りられた。すなわち，（１｝神の栄光をたたえ，（２）地

に平和を約束 し，（３詮 人類 に神のみこころが向けられること

を保証された。

もしこの世に生を受けるあらゆる人が，この ３つの栄光あ

る理想を人生の指針とするならば，人生はなんと楽 しく幸福

なものとなることであろうか。

もしこの地に生を受けたすべての人間が，人生の指針 とし

てこれ ら３つの理想を抱 くならば，人生はいかに楽 しく幸せ

なものとなるであろうか。これを目指 して誰 もが，純粋，正

義，名誉，高徳，真実一 すべて完 きに導 くものを探求 し，

すべて不純なるもの，不名誉，下劣なることを拒 む の で あ

る。もし誰 もが人に対して心から親 しみを示 し，やさしい言

葉をかけ，愛と献身にあふれた小さな行ないを示そうと努力

するならば，世界の平和と人類の幸福 とになんとすばらしい

貢献をなすであろうか。

クリスマスは希望を新たにし，救い主が降誕された時に天

使によって知 らされた福音を人類の間に実現する時であり，

そのために私たちの権能のすべてを尽 くす決意を固めるのに

最適の時である。真，善，美を追求 して神の栄光をたたえよ

う。そして神が私たちに示 された同じ思いを互いに働かせて

地上 に平和を確立するよう努めようではないか。
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今 月 の 表 紙

画家 ジェリー ・ハース トンが描いた，救い主の生涯の中の

重要な場面。
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〒１０７東京都港区北青 山 ３の ６の ４

ＴＥＬ （０３－４０７－２４６５）

〒５６０大阪府豊中市岡町北 １の ２の ３

ＴＥＬ （０６８－５２－３７２３）

〒０６３札幌市中央区北 ２条西２４の２４５

ＴＥＬ （０１１－６１１－３６９７）

〒１０６東京都港区南麻 布 ５の ８の１０

ＴＥＬ （Ｑ３－４４２－７４３８）

〒６５７神戸市灘 区篠原 本町 ４の ６の２８

ＴＥＬ （０７８－８８－２７１２－３）

〒８１０福 岡市 中央 区平尾浄水町４６

ＴＥ Ｌ （Ｑ９２－５２－６０４８）

今月の聖徒の道

クリスマスを祝う方法は，地球上の各文明によって様々で

す。南半球では暑い夏のさ中に祝われ，北半球では寒い冬に

祝われますが，クリスマスの真の意義を理解すれば， これ ら

の差異は取るに足 りません。クリスマスの精神は，どこでも，

主を愛 し，この世への救い主の降誕 という偉大な贈物に感謝

する入々のいるところには存在するでしょう。

クリスマスを祝 う文明の大部分で，贈物の交換が行なわれ

ています。極 めて粗末な贈物もあれば高価なものもあるで し

ょう。 しか し私たちは忘れてはなりません。粗末な贈物であ

ろうとも，それが愛情をもって与えられ受け取 られ る な ら

ば，それは価の知れないものなのです。また逆に高価な贈物

でも，習慣的に与え られたり感謝の念な く受け取 られたりす

れば，真の価値は全 くないでしょう。

どのような状況の下でも，誰 もが与えることができ， しか

も年中を通 して持続する確かな贈物があります。すなわち愛

と奉仕がそれです。

父親が自己を捧げて，家庭に神権の祝福が もた らされるよ

う主 に仕え，神権 に栄光を与えるために努めることにまさる

家族への偉大な贈物があるでしょうか。家族へのよき導きに

まさる偉大な贈物があるでしょうか。

母親が夫を家族の長 として助け，子供たちに福音を教える

にまさる偉大な贈物があるでしょうか。

子供たちが両親やお互い同志を愛 し，敬い，助けることに

より，家庭を平和に導 くこと以上に偉大な贈物があるでしょ

うか。

家族や個人がよき模範を打ち立て，他の人々に福音を分ち

あうにまさる偉大な贈物があるで しょうか。これ らはす尽て

の人が与え得 る価知れない貴重な贈物なのです。

５２９
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如 主 な しの ク リスマ スはあ り得 ない・ 算１

初 めての ク リスマスの夜，天使 たちが歌 った時 に 謹 藤

その歌は救 い主， ただ救 い主 のための歌で あ った。

嚇
ベ ツレヘムの幼児 の誕生 は非常 に重大で あったがゆ

えに，天軍 が こぞ って喜 んだ。彼 らは主の使命 とそ

の瞭 いの意 味す る ところ，永遠 の生命が 何 で あ る

か， そ して贋 い と復活 の背後 にある深 い理 由を知 っ

ていたがために歌 ったので あった。

私 たちは，天使 たちと同 じ思 い， すなわち， キ リ

ス トが私 たち神の子 らの父であ られ る神の独 り子 で

あ り， イエスは私 たちを神のみ まえに帰す ため この

世 に来 た りたも うたとい う同 じ思 いを持たず に， ク

リスマスを本当に祝 うことはで きない。

癖
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残

訟

セキ リ
ス ト を 祝

ひ と りのみ どりごがわれわれ のために生れ た。 ひ

と りの男の子 がわれ われ に与 え られ た。 まつ りごと

はその肩 にあ り， その名 は 「霊妙 なる議士，大能の

神 ， とこ しえの父，平和 の君」 ととなえ られ る。 そ

のまつ りご とと平和 とは，増 し加わ って限 りな く，

ダ ビデの位 に座 して， その国 を治め，今 よ り後， と

こ しえに公平 と正義 とを もって これを立て， これを

保 たれ る。 （イザヤ ９：６－ ７）

神 の御子 は私 たちの先祖の地で あるエルサ レムの

あた りで， マ リヤか ら生れ たも う。 マ リヤ は神の能

力に覆われ，聖霊 のちか らに よって懐妊 し， 男の子

す なわ ち神 の御子で ある方 を生むはずの処 女であ っ

て，選ばれ た貴 い器で ある。 この男の子 は世 の中へ

出て，苦難 とあ らゆ る誘惑で ある試 み とを受 けた も

う。 これ は， この方 が 自分でその民 の苦 しみ と病 い

とを引き受 けると言い たもう言葉 が成就す るためで
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神 は毎 年 ク リスマスの時節 に神 のみたまを世 につ

かわそ うと計画 してお られ るので，私 たち自身 も こ

の祝 日の意味を さ らに深 く知 ろ うと努 めね ばな らな

い。

この聖 な る 日，それ は聖 い もので あ る。 しか し，

この 日は祝 うべ き日で もあ る。辞典 には， 「祝 う」

とは 「ほめ， たたえ，記念す る」 と，定義 されてい

る。私 たちは ク リスマスの祝 いの中で， これ らのす

べてを行 な うことがで きる。
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ある。 （アル マ ７：１０－ １１）

「頭 をあげよ。元気を出せ。 予言 の成就す る時 は

近づ きた り。今夜 その しる し現 わ るべ し。 われはわ

が聖 き予言者 か らの 口を借 りて言い伝 えた るすべて

の事 を必ず成就せ しむ る ことを世 の人 々に証 明せん

ために明 日世 の中に来 らん。 （皿 ニーフ ァイ １：１３）

ところが，…… マ リヤは月 が満 ちて，初子を産み

布 に くるんで，飼葉 おけの中に寝 かせ た。客間 には

彼 らのい る余 地がなか ったか らで ある。

…… 「恐れ るな。見 よ，す べて の民 に与 え られ る

大 きな喜びを，あなたがたに伝 え る。 き ょうダ ビデ

の町 に， あなたがたのため に救主 がお生 れ に な っ

た。 このかた こそ主 なるキ リス トであ る。」

「い と高 きと ころで は，神 に栄 光があ るよ うに，

地 の上 では， み心 にかな う人 々に平和が あ る よ う

に 。」 （ル カ２：６，７，１０，１１，１４）
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私 たちは心 か らキ リス トのみわ ざをほめたたえ，

神が， その独 り子 を世 につかわ して民を救 お うとさ

れ るまで にこの世 を愛 した もうた ことを ほめな くて

はな らない。 そ うす る時 に， キ リス トと御父 のみ名

を たたえ る ことがで きるのであ る。

髪葱 麟 薬 鵬

私 たちは，最初 の ク リスマスのタベ の，ベ ツレヘ

ムの幼な児 の誕生 を記念すべ きで ある。主を愛す る

がゆえ に， これ らの ことをみな行 な うので ある。

　

　
凱 うか。

鷺

塾
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嚇
しか し， 自分 の内にキ リス トのみた まを持 たず に

これ らの ことをど うして行 なえ るで あろ うか。主 の

戒 めを守 らず に， ど うして主 のみたまを持て るであ

癒
主の戒めを守るな らば，私たちは自分 と同様に隣

り人を愛 し， 自分の望む ことを他人に施 し，憎 しみ

と争いをなくし，迫害する者を許 し，困っている孤

児ややもめを見舞い， 自分 自身は世の汚れに染まず

璽 ●

踵

身 を清 く保たず にい られ るであ ろうか。

このク’リスマスの季節 に，私た ちは主 をほめ，主

をたたえ，主 の誕生 とそのみわ ざを記念 す る。 すべ

ての人 々は感謝 と熱意，私 たちのため にな され たイ

エ スのみ業 に対す る新 たな献身 の祈 りを謙遜 に捧 げ

る ことを も忘 れてはな らない。
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私 は

飢 えて い た

それは クリスマスの ことだ った。 ドノバ ンは必死だ った。

生 まれてか ら一度 も物乞 いを したことのなか った彼 は，考 え

るだけで恥 ずか し くつ らい ことだが， 自分を殺 して，高 級 ク

ラブの ドアに鍵 を さし込 んで いる正装 の紳士 に言 葉 を か け

た。紳士 と美 しい婦人 はゆか いそうに笑 い興 じていて， ドノ

バ ンの頼 みが耳 に入 らなかった。 ドノバ ンはもう一度話 しか

けな くてはな らなかった。

「失 礼ですが
，私 はおなか をすかせて います。 どうか私を

助けて下 さい。」

「何 もないよ
。」紳士はつ っけん どんに言 った。「この頃は

町の どこに も乞食 がいる。仕事 をみつ けて， 自分で働いた ら

どうだ。」彼 は背を向 けて ドアをあけにかか った。

ドノバ ンは顔 をな ぐられたかのように後ず さ りし， よろけ

なが ら建物 の陰に身 を寄せ た。 この数週間 という もの職 を求

めて町か ら町を歩 きまわった ことを言 う こと もで き な か っ

た。彼 は恥 ずか しさで顔 を真 っ赤 に し，建物 に倒 れ か か っ

た。

「酔 っぱ らいめ／ お前 のよ うなやつを取締 る法律が必要

だ。」男が怒 りを あか らさまに して言 った。

しか し女 性は ドノバ ンの様子 を しげ しげと見，た しなめて

言 った。 「あ ら， リチ ャー ド， ク リスマスです よ。 おなかを

すかせてい るんで しょう。」彼女 は宝石を ち りばめた 小型 の

バ ッグを開 き， ドノバ ンにかけよって １ドルを手 に 握 らせ

た。 「さあ，何 か食べ物 をお買いな さい。 あなたの食べ るも

のは ク リスマスのパ ンだ とい うことを忘れ ないでね 。」

「ありが とうございます
。 そ うします 。」

ドノバ ンは １ドルを しっか りと握 って，数丁離れ た安食堂

に急いだ。

ドノバ ンは女 性の笑 み と言葉 を思 い出 し 「天使 のようだ」

と心 に叫んだ。



彼は そのお金で何 を買 うか を考 えた。上手 に使えば今 晩た

っぷ り食べて， あすの分 も残 る。 ク リスマス のパ ンは， た っ

た今考 えついた この新 しい場所で職捜 しをす る間， もつだろ

う。そ う考 える と足が はずんだが，その時， その暗 い戸 口に

震 えなが らうず くまって いる老人 をみつけた彼 は，足 を とめ

声 をかけた。 「さあ，い らっ しゃい，お じい さん。 クリスマ

スのパ ンが今晩 ２人で食べ られ るよ。」

２人 は食堂で，お い しい食べ物 を一ロー 口味 わ っ て 食 べ

た。 ドノバ ンは，客人が パンとパ イを紙ナプキ ンに包 んで い

るのに気づ いた 。「ああ， あす のためにとってお くのかい。」

ドノバ ンはほほえんだ。す ると老 人は言 った， 「いや，新聞

売 りの トミーは世話す る人がだれ もいないか ら持 ってい って

やるの さ。」

「さあ
，私のパ イも持 っていって。 それか らこのパン も。

もう， おなかはい っぱいだか ら。」 ドノバ ンは言 った。

「ク リス マスのパ ンだ」 と彼 は心 に思 った。

トミーは ナプキ ンに包 んだ食べ物 をす ぐにたい らげたが，

パ ンくずは残 して， わ きで鳴 いている小犬 にや った。 ドノバ

ンはお どお どしてい る小犬 を抱 きあげ， しめった 体 を な で

た。なでてい ると犬 の首輪 の下げ札 に触れたので，見 ると，

札 には住所 が書 いてあった。

「お前を迷子 に して
， きっ とが っか りしてい る 子 が い る ’

ぞ。おいで， うちを捜 して あげ よう。」

町か ら遠か ったが， ドノバ ンは その犬を抱 いて，立派 な家

敷 の戸 口に立 ち，ベルを鳴 らした。メイ ドが彼 を一 目見 て男

を呼 び，男 は犬を抱 きとって， 彼を疑わ しそうな目つきでみ

つめた。 「あなたが犬を連れて きたのですね。礼金 をお求 め

で しょう。 まさか，犬が迷子 にな る前 か ら， そんな ことを考

えて いたわ けではないで し ょうな。」

「お礼なぞ
，少 しも考えませ んで した。」 ドノバ ンは 抗 議

した。

「お礼を求めてな どいませ ん。新 聞売 りの子が町で見つけ

た迷子 の犬を連 れて きてあげただけ で す。」言葉が どっと出

て ドノバ ンの本心が表 われたのだった。貧 しげな服装の訪 問

者の気持 を知 って，男は とたんに態度 を和 らげ， あ や ま っ

た。

「すみませ んで した
。 あなたが そのような方だ とはわか り

ませんで した。お礼 を差 しあげ たいです。広告 に出 していた

のです。 お礼 を受 け とって下 さい。」

彼 は遠 慮する ドノバ ンに紙幣 を手渡 して言 った。 「急です

があなたは職 を捜 して いるので は ？ 私 の農 園で警備員が １

人必要 になったので， あなたのような正 直な人 をや とえた ら

と思 います 。」 別れ際 彼 は ドノバ ンに名刺 を渡 し，暖 かな

ほほえみを浮かべ，彼 の手 を握 った。
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私 は

裸 だ っだ

若 い男が思 い切 った ような様子で，町の通 りを洋服屋

めざ して歩 いていた。 ボケ ソ トに突 っこんだ彼の手は，

くしゃ くしゃの２０ドル紙幣 ５枚 を しっか り握 っていた。

落 とした りは決 っ してで きなか った。そのお金は伝道 に

出 るための新 しい背広 とオーバーになるはずだ った。伝

道 費用の残 りもほ とんどが そ うだが， その １００ ドルは彼

が 自分 で少 しずつ苦労 してためて きたお金だ った。 その

お金を どう使 うかよ く計画 し，予算 をたてて，主 につか

え る ２年間の生活がまかなわれるのだ。

彼は男が 自分の前 に立 ちはだか ったのに驚 いた。 よけ

て通 るところだ ったが，体 格の細 い男がに こやかに手 を

差 し伸べ るのが 目に入 った。男は，何年 も前 に死 んだ父

親 の友人 のアン トン ・バ ンオ ーデ ンだ った。

バ ンオーデ ン兄弟 はヘ イル家 に長年親切を尽 くしてい

た。感謝祭 の七面鳥， ク リスマスの贈物，母親に時々数

ドルを包 んで くれ た こと もあった。

その彼 は，青年 の健康 と最近 の様子 を尋ねた。 マース

デ ンは気乗 りの しない逃 げ腰 の返事 をす る自分 に気っい

た。彼 はバ ンオーデ ン兄 弟に，経済的 な援助を求めてい

ると思 われた くなか った。彼 は兄 弟の質 問に答 えて しぶ

しぶ言舌を した。

「はい
，伝道 に出 ようとしています。はい， 召 しを受

けま した。 はい， す ぐに出発です 。」実際彼 は今伝道本

部 にいて，出発 の用意を していた。いかに も，彼 は伝道

に必要 な品物 を買 いに行 く途中だ った。た またま背広 と
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オーバーを買 おう としていた ところだ った。彼 は， バ ン

オーデ ン兄弟 と向かい側 の少 し高い店 に行 って も， せい

ぜ い ２， ３分かか るだ けだ と考 えた。

ヘイル家の友人 はマースデ ンと会 えた のを喜んでいた

ふ うだが， マースデ ンは窮 屈な気持 だった。彼はバ ンオ

ーデ ン兄弟が簡素 な家 に貸 間を して いる ことや，職 も地

味な ことを知 っていたので，彼 の犠牲 を受 けた くなか っ

た。寄 り道す ることを断わ りは したが， ベ ンオーデ ン兄

弟 はにこにこ しなが ら，それで も誘 った。

その店で，高価 な背広 とオーバ ーと帽子 が選 ばれた。

マースデ ンは高す ぎる し，必要 ないか らと辞 退 した。 し

か しバ ンオーデン兄弟 は，スタ ンレー・へ・イルの息子 は最

上 の物 を持 たな くて はだ めだ と，一歩 も引かなか った。

彼 はそ うす る ことを喜 び，楽 しんでい る様子 だ った。 さ

んざん断 わったあげ くに， とうとうマースデ ンは心か ら

感謝 してそれ を受 け とる ことになった。

兄 弟は言 った。 「お別れ の前 に， こうで きることが私

にとって どんなに うれ しい ことか， 聞いて くれた まえ。

私 は１４の時に この国に移民 してきた。言葉 は話せず，

お金 も仕 事 も友 だ ちもなか った。 こわか ったが， この新

しい立派な国で最 善を尽 くそ うと決心 した。 だれかが私

をス タン レー ・ヘ ィル に紹 介 して くれた。人 々が 『彼 は

み な し児 を収 容 してい る』 と言 っていた。その時私 はど

ういうことかわか らなか ったが，あなたのお父 さんの心

はよ くわか った。彼は私 に仕事をみつけて くれた。毛布

を持 ってきて， 自分 の仕事場の長椅 子 に寝 か せ て く れ

た。私が 自活で きるようになるまで，食べ物を持 って き

て くれた。

私 は この話 をスタ ンレー ・ヘ ィル の末 っ子 に 話 す 時

を，長 い間待 っていた。聖人 のようなお父 さんが何年 も

昔私 のために水 の上 に投 げて下 さった小 さなパ ンを，ス

タンレー ・ヘィルの息子 に返す時 を，長 いこと待 ってい

た。 き ょうあなたのおかげで私 は とて も幸せ な気持だ。

喜 びで涙 がでる。」

水 の上 に投 げたパ ンで隣人 が養 われ，必要 な時 に衣服

とな ったその奇跡 を思 うと， マースデ ン ・ヘ イル の両方

の 目もうるんだ。

彼は心の中で， これまで知 らずにいてき ょう初 めて知

った父親の姿を神に感謝 したのであった。
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聖 徒 と 世 の 人

愛する兄弟姉妹。また再びこの末日

聖徒イエス ・キリス ト教会総大会へ出

席 され，心か ら歓迎の意を表 したい。

本大会中開かれる数々の集会は，厳

粛でかつ神聖なものであり，共に集ま

って主を待ち望み，主のみ た ま を求

め，また主に仕え，主の戒めを守ると

いう望みを新たにする機会である。

ここに出席 しているすべての人々，

放送に聞きいっているすべての人々，

また大会のメッセージを目にするすべ

ての人々が，述べ られる偉大な真理 と

語 りかける人々の口か らもれる賢明な

勧告の言葉に心を開 くようにと祈 って

いる。

教会のすべての大会は，互いに福音

の教義を教えあい，天が開かれて私た

ちにもた らされた事柄が真実であって

神聖な ものであることを証 し，私たち

の生涯を充分に果たすためになすべき

事柄を，主 にあって共に勧告 しあう時

である。

私たちは主の しもべである。主から

光と真理と啓示を受けてい る者 で あ

る。主は主の真理を公言 し，その律法

に生きるよう我々を戒めてお られる。

それゆえ，主のみこころと思いにかな

い，聖なるみたまに導かれるまま，聖

徒と世の人々へ勧告と導 きを与えるも

のである。

世の人々に私は申 し上げたい。今 日

は末の日であると。この末の日に，苦

しみと悲 しみと荒廃が満 ちていること

を。さらにこの日に，サタンは不敬な

人々の心に住みつき，悪が満 ち満ちて

時のしるしが示されていることを。

この世の悪をいやすのに，主イエス

キリス トの福音をおいてほ か に は な

い６平和への望み，この世と霊的な繁

栄への望み，また終局的に神の王国に

住みたいという望みは， この回復 され

た福音にのみ，またその福音を通じて

５３６

第１０代大管長

のみ見出されるものである。我々の誰

もが携わることのできる仕事の内で，

福音をのべ伝え，この地上に教会，す

なわち神の王国を打ち建てることほど

重要なものはないのである。

それゆえに，私たちはあらゆるとこ

ろ．の天父の子供 らが，キ リス トを信 じ

生ける予言者によって啓示されたまま

にキリス トを受け入れ，この末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会に加わるよう招

請 しているのである。悔い改めて，世

の人々をお作りになった神を礼拝 し，

今日主の福音を伝えるためつかわされ

た人々の言葉を信 じるよう，私たちは

世の人々に呼びかけているのである。

すべての国の心の正直な人々に申し

上げたい。主はあなたがたを愛 してお

られることを。神はあなたがたが福音

の全き祝福を受けられるように望んで

おられることを。神はいまや，あなた

々 へ の 勧 告
ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ ス ミ ス

がたがモルモン経を信 じ，ジョセブ ・

ス ミスを予言者 として受け入れ，神の

地上の王国に入 り来て，天国において

永遠の生命の世継ぎとなるよう招いて

お られるのだと申し上げたい。

福音を受け入れた人々に申し上げた

い。戒めを守るように。光のうちを歩

むように。終りまで耐え忍ぶように。

すべての誓約と責務に忠実であるよう

にと。そうすれば，主は，あなたが夢

見ている最 も好ましきものよりはるか

にまさる祝福をお与えにな るの で あ

る。いにしえの人は次のように言って

いる。 「事の帰する所は，すべて言わ

れた。すなわち，神を恐れ，その命令

を守れ。これはすべて人の本 分 で あ

る」 （伝道１２：１３）

イスラエルに属するすべての家族に

申し上げたい。この世と永遠にわたっ

て家族は最 も大切な組織で あ る こ と



を。 この世における私たちの目的は，

私たち自身のために永遠の家族単位を

作 りあげることであることを。あなた

がたの家庭生活にとって，神殿での結

び固めの祝福 と， 日の栄の結婚に関 し

てなされる誓約を守 ることほど大切な

ものはないと申し上げたい。

教会内の両親に申し上げたい。心か

ら互いに相愛するように。道徳律を守

り，福音に生きるように。子供 らを光

明と真理 のうちにあって育むように。

福音による救いの真理を教 え る よ う

に。家庭をこの地上における天国に し

主のみたまが宿るところとし，家族の

一人一人に正義を尊ぶ心が培われると

ころとするように。

家族のきずなを強め守るよう主は望

んでおられる。父親が家族の長として

正 しい場を占めるようにと私たちは願

っている。母親が夫を支え励まし，子

（１９７２年 ４月 ６日，総大会 の木曜 日朝の集会でな された説 教）

供 た ちの光 となるよう求 めるもので あ

る。

ジ ョセ フ ・Ｆ ・ス ミス大管長 は言 わ

れた。 「母親 は家 庭の幸福 と国家 の繁

栄 の基であ る。神 は母親 に関 して男 と

女 に非常に神聖 な義務 を負 わ せ られ

た。 この義務 を無視す る者 は神 の怒 り

を買 うＱ」（「福 音の教義」第 ２巻 Ｐ．２２）

また， 「立派 な父親 または母親 になる

ことは，立派な将軍 や政治家 になる こ

とよりも偉大であ る。」同 Ｐ．１９）

シオンの若 人 に申 し上 げたい。主 が

皆 さんを祝福 し，守 りた も う よ う に

と。 あなた方が神の律 法を学 び， それ

に調和 して生 きるな ら， この ことはま

さ しく確かな ことで ある。すべての信

頼 に応 え られ るように。父母を敬 うよ

うに。愛 と一致の気持を もって共 に生

活す るように。適切な服装をす るよ う

に。 この世 に打 ち勝つ ように。世 の関

心 に照準を合せて いるファ ッシ ョンや

風俗 に迷わ ざれないよ うに。

神殿で結婚 し，喜 び にあふれた正 し

い生活をす るように。 アル マの次の言

葉を思い起 こして ほ しい。 「罪悪 は決

して幸福を生 じた ことはない。」 （アル

マ４１：１０）また教 会の未来 と命運 に対

す る私た ちの望み と，正義 が行 なわれ

るか否か についての要 因が あなた方の

手中 にあることを銘記 してほ しい。

教会 内で信任 され責任あ る地位 に召

されてい る人 々に申 し上げたい。

教会 の標準聖典 に見 られ るままに，

平明かつ簡潔 に福音をのべ るよ うに。

今 日再び新た に啓 示 された教義 とその

業の真実 さを証す るよ うに。主 イエス

・キ リス トが言 われ た。「わた しはあな

たがたの中で，給仕をす る者 のよ うに

してい る。」 （ル カ２２２ ７） とい う言葉

を覚 え，誠 心誠意 神の栄光 をあ らわす

ため にすべての ことをなそ うではない

か。 （教義 と聖約８２：１９） 困っている

孤児 や， や もめを見舞 い， 自 らは世 の

汚れに染 まず に，身 を清 く保 とうで は

ないか。 （ヤ コブ １ ：２７）

さて，主 が私 たちに， 目を傾 け，知

り， かつ行 なってほ しい と思 ってお ら

れ ることが数 多 くある。私 は， リー副

管長や タナー副管長，十二 使 徒 評 議

員，他の幹部 を信頼 してお り，彼等が

それ らの ことについて さらにみたまの

力を得，皆 さんに勧告 して くれ るよう

願 ってい る。，

最 後に私 は， この地上 における主 の

み業が真 実であ って神聖 な ものである

ことを，また， ジ ョセ ブ ・ス ミス と同

じ業 に働 く人々を通 じ，啓示 された教

えが永遠の真 理であ ることを心 か ら証

申 し上げたい。

私は私の霊に対す る聖霊 の導 きによ

り知 ってい る。天 父は生 きてお られ，

無限 に して永遠の腰いを果 た され るた

め， その独 り子を この世におつかわ し

にな られた ことを。また この末 の 日に

あって，永遠の完 き福 音を回復 された

ことを私 は知 ってい る。

この地上 において主 のみ業がさ らに

勢 いを増 してゆ くことを私 は知 ってお

り，その ことを証申 し上 げたい。末 日

聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は存続す る

はずで ある。主のみ業は勝 利 を 収 め

る。 この地上 におけ るいかな る勢 力 も

すべての国々 に真 理が広め られ，福音

が宣べ伝え られ るのを妨げる ことはで

きない。

主の思いや りと恵 みに対 し， またか

くも豊か に私 た ちに注 がれているあ ら

ゆ る祝福に対 し，主 に感謝 申 し上 げた

い。 また私たちすべてが，神 の御子 の

福音を通 じ永遠 に享受で きる完全 さに

あずか る者 となれ るよ う， イエス ・キ

リス トのみ名によって祈 る も の で あ

る。 アーメ ン。

５３７
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１９７２年 ４月 ９日 目曜日の説教

決 断 の 時
ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー 大 管 長

非常 な緊張 をは らんだ ここ数年間，

あなたはいつ も主御 自身 の この勧告を

心に留 めてい ることであろ う。 「この ．

故 に今 あ る権力に服 従 し，統治す べき

権能を持 ちてすべての敵 を脚下 に踏 み

つ くる者の統 治す る時の至 るを待 つべ

し。」 また主は このよ うに も教 えてお

られ る。 「神の律法を守 る者 はその国

の律法 を破 る要 なければな り。」（教義

と聖約５８：２２，２１）

私 たちは，’ル カの記録 した救い主誕

生 の時 の天使 の言葉を読む。 「……地

の上 では， み心 にか なう人 タに平和が

あるよ うに。」（ルカ ２ ：１４）

この言葉 の反対 のよ うに見 えるが，

救 い主 は次 のよ うに言 われたと記 され

てい る。 「地上 に平和 を もた らす ため

に，わた しが きた と思 うな。平和 では

な く，つ るぎを投 げ込 むためにき忽の

であ る。わた しが きたのは，人 をその

５３８

父 と……仲 たが い させ るためで ある。

そ して家の者 が， その人 の敵 となるで

あろ う。」（マ タイ１０＝３４－３６）

この一見 相反 す る２つの言葉 は， ど

のよ うに して一致 させ られ るであろ う

か。

この神権時代 の初期 に与 え られ た啓

示は，現在の地上 のいわゆ る相反 した

２大統 治勢力について語 ってい る。 １

つは 「地 より平和の取 り去 られ る」悪

魔の支配 と して述べ られてい る。 （教

ｉ義と聖約 １：３５）

聖典中他の箇所 にもあるが，黙 示録

には地上 に人 の住む以前， 「天では戦

いが起 った」 と書かれてい る。 （黙示

１２：７）

前世 で，神 の霊 の創造物で ある大志

を抱 いた息子 たちの １人が，神聖 な権

能 を もって地上 を統治 すべ き神御 自身

を しりぞ けてまで も， 自分 に全能 の力

を与えるならば，各自の努力な しで全

人類を救 うと約束 した。サタンとなっ

たその息子 と彼に従 う者たち，および

その反対に救いの計画を示 して人類に

選択権を与え，栄光を神に帰するとす

る神の愛する御子および彼に従 う者と

の間には，激 しい対立が起きた。御子

は御自身を 「ほおふられた小羊」 （黙

示１３：８）として捧げ，その瞭いの犠

牲により 「すべての人類は，福音のお

きてと儀式とを守 ることによりて救わ

れ得る」ことを提案された。 （信仰箇

条第 ３条）

サタンとその軍勢は人の自由意志を

滅ぼそうとしたために投げ落とされ，

偽 りの母 となり，人をあざむき，盲 目

にし，神の永遠の計画の教えとみ言葉

に聞き従わない人々をみなとりこに し

ようとした。

聖典の語 る現在の地上のもう一方の



、

勢力は， 「聖徒 らを支配 し，その真中

にありてこれを統治」する主の統治で

ある。 （教義と聖約 １＝３６）

今日，その行為から明らかなように

自由に好きなことを行ない，何が律法

であり規律であり，正義であり，悪で

あり，善であり，徳であるかを自分の

気持で選ぶことを自由意志 と呼び，そ

の自由意志を要求する，間違って導か

れ， 目を開かれていない人々の呼ぶ声

を我々は常に聞 く。

私が今神の啓示か ら引用 した言葉を

考えてみれば，それは恐るべき言葉で

ある。瞬時考えるだけであなたは知る

ことができるであろう。人が自分の規

則を作 ることができ，自分以外の規則

を何 も知 らないとしたならば，彼はあ

たか も，人類 と世界を治めるすべての

事柄の裁き手 という立場において神の

王座に登ろうとした，サタンの計画に

共鳴 しているのである。真理 と偽 り，

正義の力と悪の力，サタンの支配 と私

たちの主，救い主 イエス ・キ リス トの

旗のもとにある支配の問には，過去 も

未来 も闘争がある。

自由意志の真の意味は，息子に告げ

たある父親の言葉にはっきり示されて

いる。

「それであるか ら，人はみな現世に

於て自由であり……。そして万人に為

したもうメシヤの大いなる賢 い 仲裁

（救い主の賭罪を意味する）によって

自由 と永遠の生命とを選ぶか，または

・…悪魔 の束縛と力とに由って定まる束

縛と死とを選ぶか，これは全 く人間の

自由である。」（皿ニーファ’イ２ ：２７）

「……主なる神は随意に行なう自由

を人間に許 したもうた。 しかし人間は

もしもあれに誘われこれに誘われなけ

れば，随意に選び行なうことはできな

いのである。」（皿ニーファイ ２：１６）

もし我々が真空状態で生活 し，障害

物を乗 り越えるための努力も苦 しみも

い らずに何でも得られるとしたならば

どのようであろうか。

尊敬する同僚の １人が， 自分をみじ

めに感 じ，意欲 も責任感 もなくしてい

た若い大学生を，どのようにして助け

ようとしたかを語ってくれた。私の友

人はその青年に魅力ある提案をした。

このような会話の中で彼は言った。

「君，私がこれ以後君の仕事の責任を

みなとって，君のわず らいをなくして

あげよう。大学の授業料を払い，衣服

を買い，車やガソリン代をあげる。結

婚する時には心配 しなくていい。私が

相手を捜 して家を買ってあげる。君が

何の努力 もしなくても，そのあとずっ

と家族を養ってあげよう。君はどう思

うかい？」

青年はまじめな顔で一瞬考え込み，

「あの，もしそうしたら，私は何のた

めに生 きるので しょうか。」 と返事 し

た。

その時友人は答えた， 「君，私がわ

かってほしかったのはそのことなんだ

よ。それが人生の目的なんだ。苦闘 と

自分生来の能力を行使することなしに

喜びなどない。」

さて，神か ら与えられた自由意志，

選択の自由の行使にあた り，どのよう

にしたら真理 と偽 りとを見きわめるこ

とができるであろうか。

有名な評論家が次のように書いてい

る。 「真理がこの宇宙の論理である。

それは将来を決める道理であり，神の

みこころである。人の作 り出す何物 も

それにとって代ることはない。」（フラ

ンク ・クレ’イン）

他にも賢人がこう記 している。 「基

本的な真理 に進展 はない。我 々はその

意味を知 ることや，適用 方法 において

成長で きるが， この偉大 な原則 は永遠

に同 じであ る。」（マー ビー ・ハ ミル ト

ン ・ライ ト）１

ピラ トの面前 での罪状認否 の時，救

い主 は， 自分 の全使命 は真理 を証す る

ことであ ると述 べ られた。す ると ピラ

トは 「真理 とは何か」 と尋 ねた。

救 い主が この時質 問に答 え られ たか

ど うかは記録 され ていない。 しか し私

たちの時代 に主御 自身が 当時 ピラ トに

答 え られたで あろう言葉 を述べて お ら

れ る。 それ を引用 しよう。 「真 理 とは

事物 の現在 あるが まま，過 去 にあ りし

まま，未来 にあるが ままの知識 な り。

お よそ これ よりも過ぎた るもの，及 ぼ

ざるものは太初 より偽 り者 な りしかの

悪魔の霊気 な り。」 （教 義 と聖 約９３：２４

－２５）

さて， ここで数分間，人 が真理 を探

究す る際に頼 りとな る確 実な事柄 につ

いて話を してよいであろ うか。

話 したい第 一の ものは，聖典 の中 で

キ リス トの光，真理 のみたま，神 のみ

たまな どとさまざまに言 われ，本質 に

おいては，神 の もとか ら出て人 の理解

を促 す，神 の影響力を意味す るものの

ことである。（教義 と聖約８８：４９参照）

使徒 ヨハネは， それを 「すべて の人を

照す ま ことの光が あって，世 にきか」

と言 った。 （ヨハ ネ １：９）

教 会の大管長はそれをさ らに こう述

べて いる。 「この世に生 まれて くる人

で，神のみたまを受けていない人 はい

ない。人 の霊 に悟 りを与 えるのは， こ

の神のみたまであ る。 ……それ ぞれ光

を受 け る能 力に応 じて…∴人が ……高

度 の英知 を得 るまで， このみたまは人

に働 きかけ続 ける。」（ジ ョセブ ・Ｆ ・

５３９
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聖典 の言葉 を知 らない人 々にとって

キ リス トの光 は人 の良心 あるいは人の

魂 に存在す る神 の声 と説明で きよう。

私が若 い時代公職 にあった時 に，あ

る教会指導者か ら良 い助言を受 けた。

彼 は このよ うに言 った。 「私 たちがあ

なたに望 むただ １つ の ことは，心 に正

しい と感 じる ものに投票 して ほ しい と

い うことです。政策 のた めに投票す る

よ りも，む しろあなたが正 しいと感 じ

た ことを して誤 った方が何倍 も望 ま し

い ことです 。」、

私 は，何 に価値が あるか というこの

助言 の言葉 を公 の職務 に携わ る人 々に

伝 え，公職 その他重 い責任 を持つ人々

に，祈 りを もって深 く思 いはか り，主

か ら人生 の問題解決 の援助 をいただ く

よ うに と強 く勧 める もので ある。

「方 便は一 時
，原則 は永世」 とある

人 は言 った。 （ヘ ンリー ・ウ ォー ド・

ビーチ ャー）２

５４０

さて，で は もう １つ確 か なことをお

話 しよう。

私 たちは， どのにせ哲学 に対 して も

最大 の武器 はイエス ・キ リス トの福音

の積極的 な教 えで ある ことを，いつ も

心 に留 めな くて はな らない。

私 たちは絶 えず，神の王国の真 の使

節 と して世 に出て行 くすべての人 に，

代 々を通 じて最 も有能 な信仰の擁 護者

の １人，使徒 パウロの賢明な助言 に従

うよう強 く勧 めて いる。パ ウロは コ リ

ン ト人へ の言葉 の中で，召 しにおいて

彼 のように力強 くなるた めの勧告を述

べ ている。 それが悪 と闘 う時の彼 の秘

訣 であった。

「兄弟 たちよ
。わた しもまた，あな

たが たの所 に行 った時，神の あか しを

宣 べ伝 えるのに，す ぐれた言葉や知恵

を用 いなか った。 なぜ な ら，わた しは

イエス ・キ リス ト， しか も十字架 につ

け られ たキ リス ト以外 のことは， あな

たがたの間 では何 も知 るまいと，決心

したか らである。

それは，あなたがたの信仰が人の知
、

恵 によ らないで，神 の力 による もの と

なるためであった。」 （１コ リン ト２ ：

１－ ２， ５）

ど うすれ ばつか まえ られ ない ように

泥棒 がで きるか を人 に話 して正直を教

える ことはで きない し，性活動のすべ

てを若者 に話 して純潔 を教 えることは

できない とよ く言われて きた。

それ と同様 に，私た ちは全能の神の

力 によって真理を教え るの に，努力を

払 わな くてはな らない。 これは霊感 に

よる知恵で ある。 それ により，私 た ち

は悪 に満 ちた サタンの教え に対抗 す る

最 も強力 な武器を持つ ことがで きる。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスは，当時教

会員 をいか に して治 めるか と尋ね られ

て， こう答 えた。 「彼 らに正 しい原 則

を教 えなさい。そ うすれば彼 らは 自分

を治 めるで あろう。」

もし私た ちが，イエ ス ・キ リス トの

福音 の原則を力強 く教え る代 りに，正

義の敵の哲学をあ まりに強調 したな ら

ば， その結果は単 に論争をひ き起 こ し

全世界 における伝道の業の 目的を くず

して しまうに過 ぎない。

次 に，第 ３番 目の確 かな事柄 につい

てで ある。

公職 に仕えてい る人々は， あ る論争

に関 して， よ く組織 されてはい るが騒

々 しい少数派か ら要 求が出てい るもの

か，声は小 さ くて も理由が正 しく，正

義の原則 と調和 してい る多数 派か ら出

て いるものかを どう して も判断 しな く

て はな らない場合が， よ くあ ることを

す ぐに知 る。私 た ちは常に，古代 の賢

王の忠告を思い起 こす とよい。 「民 の

大半が不正な ことを求め るのは稀 れで

あるが， その少数が不正な ことを求 め

るのは普通 にある。故 に汝 ら は よ う
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しく民の賛成同意 を得 てまつ りごとを

行な う こ と を ……」 （モーサヤ２９１

２６）

この賢い古代の王の忠告を，教 会員

や，世界各地 の公僕への助言 と しなさ

い。 自分 の仕事や政治への関心を大 き

く持 ち，活動 しなさい。 どの社会にあ

って も，原 則や公僕 の選挙 に関 して，

時代 の情報 に注意 を払 わず無関心で あ

ることは大 きな危 険である。

市民 と しての責任 を果 たす際心 に と

めな くて はな らない第 ４の ことは，神

か ら霊感 を受 けた人々が勧めてい るよ

うに，私 たちを治 める人を， 「公平 と

正義 とを以て法律 を行 なう……吏員 お

よび長官」 （教義 と聖 約１３４：３） と し

て選ぶ ことであ る。

一言で言えば，私 た ちはただ 「これ

は政策的 に好都合か」 と考 え るのでは

な く 「これ は国民，社 会に とって良 い

こと，正 しい ことか」 と考え る真 に政

治的 らしい人 を捜 し求 めな くて はな ら

ない。

政治 についての私 たちの宣言 をいつ

も思い出 しな さい。 「われ らは，王，

大統領，統治者，長官に従 うべ きを信

じ， また法律を守 り，敬い，支 うべ き

を信ず」 （信仰箇条第１２章）

あなたが どこにいよう とも， ど こに

住 もうとも，国の指導者 のために祈 り

な さい。彼 らもあなたの大事 にす る も

のをすべて持 ってい ることを念頭 にお

いて。再 び主 の戒 めを繰 り返 そ う。

「……今 ある権 力に服従 し，統治すべ

き権能 を持 ちてすべ ての敵 を脚下 に踏

みつ くる者 の統 治す る時の至 るを待つ

べ し。」 （教義 と聖約５８：２２）

そ して最後 に，すべて確 実な ものの

きわみは， イエ旗 ・キ リス トの福音の

中に与 え られている神 の永遠 の計画で

ある。 ここに，私 たちは安全な道に し

っか り立 つ ことので きる不滅の原則を

持 つのである。 それ らの永遠 の原則 に

よ って， す ぐさま真理 と誤 りとを見わ

け ることがで きる。 この神権時代初期

の啓 示で福音 の教 えが与 え られたのは

「彼 ら誤 りた らば明 らかに さ る る を

得，知恵 を求 めた らば教 えを授 け らる

るを得」 るた めで あると言 わ れ て い

る。 （教義 と聖約 １：２５－２６）

私 た ちは福音 の真理 の 光 に よ り，

「善を行 なえ とす すめ， またキ リス ト

を信ぜ よとすすめ るものは……それが

神か ら出た ことは何の疑い もな く充 分

確 に知 る ことがで きる。」 （モロナイ ７

：１６）

しか し同時 に，宗教で あって も，哲

学，科学，政治 であって も， 「悪 をせ

よ と説 きすすめ， またキ リス トを信ぜ

ず これを否定 し神 に事 え るな と説 きす

す める ものは何で もみな悪魔 か ら出た

と言 う ことは，何の疑い もな く充分確

に知 る ことがで きる」 という こと も知

ってい る。 （モ ロナイ ７ ：１７）

祈 ることを学 び， 聞 く耳 を養 われて

「あなたが呼ぶ とき，主 は答 え られ，

あなたが叫ぶ とき， 『わた しは ここに

おる』 と言われ る。」 人は， 危 機 にあ

っていかにすば らしい平安を感 じるこ

とであろ うか。 （・イザヤ５８：９）

第 ２次世 界大戦 の連合軍最高司令官

アイぜ ンハ ワー元 帥は，世界 の歴史 を

変 える重大な軍 の決 定に際 し，へ り く

だ って次 のように言 明 した。 「これは

私が宗教 について知 った ことであ る。

宗教 は危機 に際 して決定 を下 さな くて

はな らない時， その決定 をす る勇気 を

あなたに与 え，結果 をさ らに力ある御

方 にゆだね るとい う確信 を与 えて くれ

る。．神 に対す るこの信頼 によ ってのみ

数 々の責任を受 けてい る人 間は，平安

を見 いだす ことがで きる。」

ここに， あなたがた はそれを持 って

いる。高 い地位 にある指導者，実業界

政界，教会 の指導者で あるすべての人

々よ， この ことについて，人生 を歩む

その時々に常 に思い起 こしなさい。神

が天 の座 にい ま し， もし私 たちが神 を

求 め，神を見いだすな らば，世 に関 し

てすべて はよ しとなることを。 「神は

われわれ ひと りび と りか ら遠 く離 れて

おいでになるので はない。 われわれ は

神の うちに生 き，動 き，存在 している

か らであ る。……「われわれ も，確か に

その子孫で ある』。」（使徒１７：２７－２８）

さて，私 は心 より低 くへ り くだ って

これ らの人生の指標が私 にとっていか

に大 きな力 となって いるか とい う証を

述 べたい。私 は 自分 の経験 を通 して，

責 任が重 くなればな るほど， よ りいっ

そ う主 に頼 ることを学 んだ。

私 は，モ ーセが大いな る霊 的経 験を

したあ とで言 った言葉の意味を幾 らか

理解 し始 めた。 モーセは， 「われ知 る

人 は物 の数 に もあ らざるを。 この事 を

嘗てわれ考 えた ることもなか りき」 と

言 った。 （モーセ１１ ：１０）

しか しまた，私 は生涯 の光 と陰を通

じて，神 の聖 なる力 に助 け られ るな ら

ば，疑 いは解 けて確信 に変わ り，重荷

は軽 くな り，主 に近 づき，救 い主がさ

らに確 かにな り，文字通 りの再生が実

現す るとい う確信 を得 た。 これ らのす

べてを主イエス ・キ リス トのみ名 によ

りへ りくだ って証申 しあげ る。 アーメ

ンｏ

ユ ． マ ー ビ ー ・ハ ミ ル ト ン ・ラ イ ト （１８４５

－ １９１６） ア メ リ カ の 評 論 ， 随 筆 家

２． ヘ ン リー ・ウ ォー ド・ビー チ ャー （１８１３

一 ユ８８７） ア メ リ カ の 牧 師

５４１



アロン神権者の召しの遂行を助けることの重要性について一

管理監督会

ボ ー ン ・Ｊ・フ ェ ザ ー ス トー ン監 督

、

．神権者への

チ ャ レ ン ジ

偉大 なイエス ・キ リス ト教 会の愛す

る兄弟姉妹 の皆様。 この偉大な機 会に

あって，私が， いか に自分を小 さい者

に思 って いるか，知 って い た だ き た

い。 エ ド・ガー ドナーの話 に，ち ょっ

とお もしろいものが ある。彼 の妻 は，

耳が遠 くいつ も補 聴器 を使 っていた。

ある晩， ２人で居間 にいた時の ことで

ある。彼の妻は， うつむいて，編 み物

に興 じ，彼 は，新 聞に 目を通 しなが ら

妻の ことを話 していた。 その時，彼が

「ねえ
，おまえ。私 はおまえの ことを

とて も誇 りに思 っているんだよ」 と言

うと，彼女 は顔 をあげて， 「あなた。

私 だ って， あなたにあきがきてるんで

すよ」 と言 った とい うのである。

ジ ョセフ ・フ ィールデ ィング ・ス ミ

ス大管長 の指示 を受 けて， リー副管長

とタナー副管長が私 に電話を下 さった

時，私 は 自分が耳 に して いると思 って

い る言葉が，実際 に耳 に して いる言葉

と同 じだ とは， とて も思 えなか ったの

で ある。

２０年 以上 もの間，私 は，大会の神権

会 には決 ま って ４時頃足 を 運 ん で き

た。 ４時２０分前 くらいまで，家の テ レ

ビで午後 の部を見て，それか ら車 でや

って きて，息子や友人た ち と 外 で 待

つ。 そ して神権会のために入口が開か

れ ると中 に入 り，大 会の開始まで， ２

３時間，すわ って待 つのである。

そ う してい る問，私 は心中，ただ １つ

の 目的にのみ思 いをはせて きた。使徒

や予言 者，また偉大 な教 会幹部 の方 々

の話に耳 を傾 ける と同時 に，彼 らの表

情 を しげ しげ と眺めてきたのである。

そのたびに，私 は，清浄 な心，高潔 さ

を見いだ し， また大 いなる愛 と聡明 さ

を見いだ してきた。 自己鍛練 の賜物を

見 いだ し，神権者 たちに期待 され るあ

らゆ る優 れた特性 を見 いだ して きたの

である。 こう して私 は，新 たな気持 と

ともに，彼 らの表情 に見 いだ した もの

を自分 の心 の奥深 く刻み込む ように決

心 して，家路 につ いたものだ った。

先 日， この召 しの来た あとで，私 は

裏庭 に出た。 その時，私 は心の眼で，

ア ロン神権者 たちの群れを見 ることが

で きた。優秀で，善良で，『真 実な青年

たちで あ り，心を尽 ぐし，思 いを尽 く

し，主 のみ業 に働 こ・うとす る青年 たち

で あ り，今 日，私た ちの前にお られる

幹部の方々の表情 に見 られる と同 じも

のを， 自 らの表情 に刻 み込 みたい と願

う青年 た ちであった。 そ して彼 らは，

その業をよ く果 た し， また従順で，指

導者 たちに対 し献身的 であった。

そ して一方，非常 に悲 しいこ とで は

あるが，私 の心 の眼 は， 自 らの不従順

のゆえに， それ を 自分 の表情 に刻み込

めないで いる一団 のア ロン神権者た ち

の光景 を も捕 えた。彼 らは，友人や仲

間たちの説得を受 けて いた。

それか ら私 は，第三 の群れを見たが

それ は，一層私を藻然 とさせた。彼 ら

は， よき指導 さえ受ければ，忠実であ

っただ ろうと思われ る青年たちであ っ

たか らで ある。 も し誰 かが，彼 らに手

を差 し伸べ，支え，引 き上 げ，そ して

関心を もっていて くれ さえすれば，彼

らは，高潔 さと，愛 と純粋 な思 い一

みな，気高い性 質であ る一一 を，彼 ら

の生活 に取 り入 れていたであろ う。

私は，私 の妻 に対 し，言葉 で言 い表

わせない程 の感謝 の念 を抱 いている。

彼女は，私 がかつて知 った人 々のうち

最 も優 し く，親切 な人 間である。 そ し

てまた，．使徒 や予言者， そ して教会幹



部 の方 々に見 られ ると同 じものが，彼

女 の表情 に も見 られ る。私にはまた，

５人 の息子がい る。 ２人は，それぞれ

ガルフ諸州伝道部 と，北 カロライ ナヴ ，

アージニア伝道部で伝道中で ある。 ２ 凱

人 とも， イーグル ・スカウ トであ る。

それぞれの手紙 による限 りで は，共 に

伝道 の召 しを通 して主 に仕 えようと，

全 力を尽 くして働 いている よ う で あ

る。

家 には， もう ２人 の息子一 ジ ョー

とスコ ッ トー がい るが，かれ らもま

た イーグル ・ス カウ トである。私 たち

は，彼 らを誇 りに思い，また彼 らもよ

く従 い，期待 に違わず，従順 であ る。

それか ら末 の息子，１！才 にな るロレン

スが いる。私 は， モル モンと同 じよう

な体格 を して いると思 ってい る。大 き

く，力強 い少年で ある。彼の ことも誇

りに思 っている。 それか ら， ５人 の息

子 のあ とに，一人娘 のジルが いる。私

たちは，ジルが私 たちの家庭 に送 られ

た特 別の天使 である と確信 して いる。

私 は， （ビクター ・Ｌ） ブ ラウ ン監

督 の信頼 に感謝 している。私 は， この

過 ぎ去 った １週 間一 実際，私 の生涯

で最 も長い １週 間であったが一 を振

り返 り，私 が教 会で知 り得 た偉大 な人

々や彼 らの力強い影響 力や， その甚大

なる指導力 について，また，主 に喜 ん

で従 う決意 につ いて，深 く考 え て み

た。 それを考 える時，私 は， ブラウン

監督が私 のような者で も召 し て 下 さ

り， また，主が ブ ラウン監督を通 して

私 を召 して下 さる ことを思 い，心か ら

〈 りくだ りたい気持 であ る。

皆様 に，証 を述べ させ ていただ きた

：い。最初 に，私 の優 しい母 と義母 につ

．いて述べたい と思 う。共 にすば らしい

級 々で ある。私 の母 は，独 力でよ く私

た ちの家族を育 て上 げて くれた。母 は

私 たちを よ く導 き，精 神 と肉体 の両面

にわた って，希望を持たせて くれた。

母 は，私た ちにその精神を植 えつけ，

また 自分 自身で道を開いてい くよ う願

っていて くれ た。 それゆ え，私は，母

を本 当に誇 りに思 うので ある。

終わ りにあたって， アル マ書か ら予

言 者の言葉 を引用 させてい た だ き た

い。 アロンが， 終 日レーマ ン人 の王 に

向か って説 き続 け， 遂に王 は信 じるに

至 るとい う くだ りで ある。 これが， そ

の言葉で ある。

「アロンがすで にこれ らの ことを王

に教 えたので，王は 『汝が話 した この

永遠 の生命を得 るた めにはわれは どう

した らよいか。 どう した ら， この悪い

心 をわが胸か らと り去 り，神 の子 とな

り，神 の 「みたま」 を受 けて心 に喜び

を満 た し，終 りの日に捨て られ ないよ

うになるか。見 よ， この大 きな喜びを

得 るためには， われ は一切 の持物 を捨

て る。わが王 の位 を人 にゆず って もよ

ろ しい」 と言 った。

しか しアロンは これに答 えて 「王 炉

も しもそのよ うに望 むな らば， よう 曽

く神の御前にひれ伏 し，ま ことに一切

の 罪を悔い改めてか ら神の御 前にひれ

伏 し，必ず受 けると信 じて信仰堅 固に

神 に祈 るな らば，王 の望み はきっと成

就 す る」 と言 った。

アロンが このよ うに言 ったか ら，王

は主の御前 にひざまずき，低 く地 にひ

れ伏 してひたす ら歎願 して言 った。

『神 よ， アロンは神 のま します こと

をわれ に教 えた り。神， はた して ま し

ま し汝すなわ ちその神な らば，汝 の こ

とをわれ に知 らしめたまえ。 さらば，

われ は汝を知 り，死 よりよみがえ りて

終 わ りの日に救わ るるよ うわが一切 の

罪 を捨そん」 と。……」

（アル マ書２２章１５－１８節）

ア ロン神権者 たちの大 きな群れが あ

る。彼 らは，神 を身近 に知 りさえすれ

ば， 自らのすべ ての罪 を捨て，世 の提

供 す るあ らゆ る物 を捨 て， 自 らの富を

も捨 てよ うとする青年 たち な の で あ

る。今 日，私 たちに与 え られ ている厳

粛な責任は， これ らア ロン神権者 たち

を助 け， もって彼 らがその偉 大な召 し

を知 り，．蓮解す ることであ り，また神

が確か に生 きて ま します ことを知 るこ

とで あ りドそ して この地上に，生 け る

予言者 のいることを知 ることであ る。

この私 も，確か に神が生 きてま します

ことを証す る。

この２０年間 とい うもの，私 は私た ち

の愛 する予言者を， そ して十二使徒の

方々を見続 けてきた。私 は，彼 らが確

かに霊感 を受 けた人 々であ り，神聖 な

人々であ り，予言者 たちで ある ことを

知 ってい る。私 は これをイエス ・キ リ

ス トのみ名 に よ っ て 証す る。 アーメ

ンＱ

５４３



警 ∵ 隷、

１９７２年 ４月 ８日 （土）

午後の大会における説教 ’蒙露
，１

隅 ｉ野 仲・

十二使徒評議員会会員

ゴ ー ド ン・Ｂ・ヒ ン ク レー

何人かに聞いてい燗 、。とを希 臨 羅

望 しつつ，私は教会との接触を失って

いる２つのグループについて意見を述

べたいと思う。すなわち，名目上教会 嚢

員であるがつながりの絶え て い る人

灘灘 熱響｝〆… 講
そこで私は 「教会はあなたのために

何をなすか」という質問に対 して次の

麟ように答えたいと思う・ 鶏

１．世界で最も偉大な友愛の交わり

に導 く

誰 もが仲間の連帯感に飢 えている。

この欲求は，クラブや同業者組合， ま

た社交グループなどの組織である程度 鯉 嶺

は満たされる。 しか しこれ らのものは

有益だが，神権組織に比すべきものは

全 くない。

ここでは，舶 所 という人・が人 ．』、 蕊 鍵 鯉

生の着誉ある地位か ら集まり，神のみ ∴．，、

名 によ り有 なう権能，すなわ ちお互 い

を強 め，助 けるた めのすば ら しい聖 な

る贈 り物 を与 え られてい るのを見いだ

すで あろう。

蕊 １二叢難 獄 教会 はあなたのために
た 。 「シ モ ン よ ，… … サ タ ン は あ な た が

麓畿１贈畿鷺諜 何 をなすか
あなたの信仰がな くな らないようにあ

なたのために祈った。 それ であなたが

５４４



教会は，人々が人生の責任に直面する備えをさせ る

ことによりどのような利益を与えて くれるか。

立ち直ったときには，兄弟たちを力づ

けてやりなさい。」（ルカ２２：３１－３２）

これが教会の神権定員会組織の偉大

な目的の １つである。すなわち人々の

必要に気づき，お互いを強める機会と

その媒体を もた らすことである。

１人の地方の教会の役員がある日私

を訪ねて来た。彼は弁護士だったが，

彼の隣人の １人が離婚について彼の助

力を求めに来たと言った。その人の結

婚生活は深刻な困難に直面 していた。

彼 と妻 とは自分たちの資力をはるかに

越えて生活 して来たのである。彼 らは

取 り返 しのつかない借金を し，金銭上

の問題のために口論が絶えず， ２人の

結婚生活，もはや共に生活することを

許さないところまできてしま って い

た。

私たちはこの事柄について論 じ合い

その結論として ３人の神権定員会の人

々が彼 らの問題を解決するために彼と

妻 と共に働 くよう任命された。 １人は

弁護士， １人は銀行家，そしてもう１

人は計理士であった。夫婦は彼 らの問

題をこれら隣人 と兄弟の手に委ねるこ

とに同意 した。

専門家としての職業経験による持ち

前の熟練 さをもって， この委員会は活

動を開始 した。彼 らは債権者たちを訪

れた。債権者たちはこの委員会の能力

を信頼 してこの問題解決のために時を

貸すことを承諾 したのだった。例の兄

弟にとって，これ らの問題は全 く手の

施 しようがないものであっただろうが

経験豊かな兄弟たちにとっては １つの

チャレンジにすぎなかったのである。

混とんの中か ら秩序がもた らされ，

平和が家庭によみがえった。新 しい意

味の保証が彼の人生に到来 したのであ

る。彼の妻は前 には決 して示 したこと

のない尊敬を寄せるようになった。２，

３年たって，彼の債権者たちは債権を

皆回収することができた。その人 と妻

は家庭を本来あるべきように管理する

資格の原則を学んだのである。

パゥロがローマ人 に言 っている。

「わた したち強い者は，強 くない者た

ちの弱さをになうべきであって， 自分

だけを喜ばせることを して は な らな

い。」（ロマ１５：１） これ，すなわち彼

ら自身を喜ばせ るためではな く，天与

の責任を果たすためにお互いの弱 さを

になうことがこの偉大な組織の精神な

のである。

２．教会の活発な会員は，必要なら

ば人にその人生を正す動機を与え

る

この教会の宗教体験集の中には，イ

エス ・キリス トの福音に鼓舞高揚され

良き人々との交わりか ら感化を得て，

長年にわたって己れをしばりつけてい

た悪習をやめる力を受けた何千何万と

いう人々の例がある。

何年か前に，私は１９４５年 ８月 ６日，

一瞬のうちに８万 ５千人の命が奪われ

たあの悲劇的な広島の原爆記念塔のそ

ばに １人の日本のビジネスマンと共に

立った。彼は日本帝国軍人であったの

でその経験か らすべてのアメリカ人に

憎悪の感情を抱いていた，と話 してく

れた。

ある日，私たちの宣教師が２人，彼

の家をノックした。彼はひどく酔 って

いて話ができなかった。あらゆる目的

が彼の人生か ら去って しまい，彼にと

ってただ １つの逃避が酒を飲むことだ

ったのである。訪れた２人が何である

かわからずに，彼は後 日来るように言

った。そして数週間後，彼はバプテス

マを受けたのである。改宗によって彼

の人生 に目的がよみがえった。古い習

慣を振 り棄てる意志と，完全に変わる

強さとがもたらされた。彼を導き，心

中に動機を植えつけてくれた若い青年

たちのことを，彼は感謝を込めて語っ

たものである。

私たちが話 した時には，彼は支部長

会の一員 として，また活発な長老定員

会の １人 として奉仕 していた。要する

に彼のような例は数限 りなく増えるこ

とであろう。人々にその生活を改めよ

うとする望みと意志 とを与えるイエス

・キリス トの福音にまさる力はほかに

ないのである。

３．教会での活動は，責任を通して

成長する機会を与えて くれる

私たちが努めるにつれて成長すると

いうことは，人生そのものと同 じよう

に真実である。とりわけ末日聖徒 イエ

ス ・キリス ト教会は，指導性を発達 さ

せる偉大な学校である。私は世界の様

々な所で宣教師たちにあうたびに，「あ

５４５



１

・・・… わ た し た ち 強 い 者 は
， 強 く な い 者 た ち の 弱 さ を に な う

なた方は一見 そんな風には見えないけ

れど，主の持ちたもうすべてを宿して

し）．るのです」と話 した。不思議にも彼

らが主に仕えるに伴 って能力と業績 と

の面で偉大な人となるのである。

私たちの皆がそうなのである。主の

み業を押 し進めるためには，私たちが

努めなければならない。 この教会では

誰かが絶えず責任ある地位を埋めなけ

ればならないことになっている。偉大

な訓練の計画により，みたまの導きを

受けて努めるにつれ，能力が向上 し，

力強 く成長 していくのはすば らしいこ

とではないだろうか。

兵役にあった間に初めてこの社会へ

来た １人の青年のことに話 を 戻 した

い。ある日曜日，彼はテンプル ・スク

ェアを歩きまわっていた。ここで始ま

った会話がついに彼をバプテスマへ導

くことになったのである。
．
４， ５年後，私は彼を長老定員会会

長に召すための面接をした。彼は子供

の頃；孤児でいろいろな所をたらいま

わしにされたこと，孤独ですさんでい

た生活，教育を受ける機会が閉ざされ

ていたことを話 して くれた。そんな彼

が教会に入 り，次々と責任を受けた。

どの責任 も彼の力量以上のものだった

が，努力を重ねるにつれて能力は向上

している。

そのようにして，今では主要な責任

を受ける備えができたのである。彼の

すべての生活は変わった。今 日では彼

は教会の職にあり，責任ある地位の優

５４６

れた働き手であり，良き夫であ り，模

範的な父親であり，すば らしい隣人で

ある。

ロバー ト・ブラウニング１は 「つか

むことはできな くとも触れることので

きるものがある」 と言 っている。成長

は私たちが現在の能力を越えて進 もう

と常に探 し求めるに伴 ってもたらされ

る。教会プログラムの注 目すべき方向

の ！つは，人々が 自分 自身を伸ばして

少しずつより高い所に達するよう常に

動機づけるところにあるのである。

４．教会の会員とな り活動に活発に

参加することはあなたの人生に新

しい次元をもたらす。それは神の

み名によ って語る権能が授けられ

ることともに信仰の岩となる，霊

的な次元である

この神権時代に主のみ業が始められ

た時に；主は福音の回復の目的の １つ

は， 「あらゆる人々主なる神すなわち

世の救い主の名によりて語 らんため」

と言われた。（教義と聖約 １：２０）

祈 りが聞き届けられ答えられる確信

をもって祈る人は幸いである。聖霊を

伴とすることのできる人は幸 いで あ

る。また神のみ名によって語 る権能を

もっている人は幸いである。

ベ ルシャザル王が酒宴の夜に友人た

ちを招 き集めた時，人の手の指が現わ

れて壁に物を書いた。占い師 と易者た

ちがその文字を解き明かすために召さ

れたができなかったため，王は大いに

思い悩んだ。

そこで王妃が言った。 「あなたの国

には，聖なる神の霊のやどっているひ

とりの人がおります。あなたの父の代

に，彼は，明知，分別および神のよう

な知恵のあることをあらわしました。」

（ダニエル ５：１１）

ダニエルは王の前に召され， 自分に

宿されている力により，壁に書かれた

文字を解 き明かした。

私は，神権を有 し敬うすべての人は

内に 「明知，分別および神のような知

恵」をもっていると考える。

活発な教会員であることはあなたに

何をなすであろうか。それは真にあな

たの家族，仲間とあなた自身を幸せに

する霊的な次元を加えるであろう。

５．それはあなたが家庭を治める助

けをする

自分の妻を，永遠の目的への天与の

道を共にたどる神によって定め られた

永遠の伴侶だと考え，子供たちを，こ

の世の両親に面倒をみるようにと託 さ

れた天父の子と考える一家の首長がど

の家庭にもいた ら，国家はいかに強 く

なることだろうか。

行ないは態度の産物である。 このよ

うに真の福音の原則を家庭を治める指

針 としている家庭では，お互いの認識

と尊敬，礼儀が生まれるであろう。父

親は妻や子供たちを神か ら授かった祝

福 として養育 し大切にし，守り愛する

か らである。

教会へ改宗 した人がかつてこのよう

に言った。 「父親として，私は子供た



、

べ き で あ っ て， 自 分 だ け を 喜 ば せ る こ と を し て は な ら な い ・・・…

ちをむち打つことがよいと信 じていま

した。ちょっとした規則違反にもす ぐ

肉体的な罰を加えました。 しかし福音

が私の家庭にもた らされ，私は子供た

ちを新 しい考え方で見るようになりま

した。彼 らは確かに私の子 供 た ち で

す。でも，同時に私たちの永遠なる天

父の子供なのです。どうして神の子を

虐待することができましよう。私は子

供たちについて全 く新 しい見方をする

ようになり，彼 らも私に対 して新 しい

態度で答えて くれるように な り ま し

た。

私の家庭に罰がありますかって ？

ええ， しか し全 く異なった種類のもの

です。私たちはもはや敵ではありませ

ん。悪いことを した場合には，罰則は

ありますが，それは異なった性質のも

ので当然の報いとして受け とめ られ

以前のように辛い恨みを生む ものでは

ありません。今ではお互いの間に尊敬

があり，それにも増 して愛 が あ り ま

す。何 という変化を福音はもたらすこ

とでしょう」 と彼は話を終えた。

「そうです。福音はそれが受け入れ

生かされる時に，何 という変化を生 じ

ることで しょう。」私 は そうつけ加え

た。

６．教会はあなたの最も愛する人と

の永遠の結びつきを約束する

人生において家族の関係ほど，神聖

で，確かで，結果において重要な関係

は他にない。結婚の時にしば しば言わ

れる 「死が汝 らを分つまで」 という言

葉の暗示は何と悲劇的なことであろう

か。

結婚がこのような儀式で結ばれる以

上は，確かに死による家族関係の分離

や解消の宿命があるであろう。永遠の

愛なくして，永遠の生活を考えること

は逆説や矛盾を築 くものである。

愛する永遠の天父は，その子 らのた

めにこのような聖なる関係を永続でき

るようにして下 さった。主はその１２人

の使徒に言われた。 『わたしは，あな

たに天国のかぎを授けよう。そしてあ

なたが地上でつなぐことは，天で もつ

ながれる……」 （マタ・イ１６：１９）

その同じ力， 「地上でつな ぐことは

天でもつながれる」力が今 日この教会

にあり，それは神殿で執行 される。そ

こでは聖約のもと，父と母と子らが時

間の引き裂 くことのない，死も滅ぼす

ことのない永遠の結び固めが神権の権

能により行なわれるのである。

私は先頃 この社会の優れた人物の葬

儀で話 したことがある。それは確かに

悲 しみの時であった。が しか し，同時

にそれは安堵の時で もあった。その日

遺族 となったすばらしいご婦人 と子供

たちの涙を通して輝いていたのは，彼

らの夫，父親は，やがて来 るべき再会

に備えるために，この世にしばしの別

れを告げたのにすぎないという確信か

ら来る安 らぎの偉ほえみであった。

その葬儀の後す ぐに私はその時の葬

儀め委員長一 私たちの宗派ではない

一 か ら手紙をもらった。彼 はこう書

いている。 「あなた方は本当に感動的

な積極的な態度をもっています。あな

たは慰めるために来たのであって嘆 く

ためではなかった。死をのろうためで

はなく生を讃美するために。あなた方

の深い信仰が，死だけではな く人生の

様々な有為転変を乗 り切 らせているに

違いありません。」

教会はあなたに何をなす で あ ろ う

か。それは，死は単に卒業であるにす

ぎず，あなたにとって最 も貴重なもの

が永遠にあなたのものとなる確証を与

えて くれるものである。

いたる所の兄弟たちに，無関心にな

り，押 し流されてしまった人々に，ま

だ来たことのない人々に，私は，来て

ごらんなさいと招きの手を拡げたい。

神はその英知によって，あなたの人生

を豊かにし，安 らぎをあなたの心に，

喜びと愛をあなたの家庭にもた らし，

今あなたの愛 しているものを永遠にあ

なたのものとする組織を打ち建てたも

うた。

兄弟たちよ，門は開かれている。あ

なた方は暖かく迎え入れ られるであろ

う。あなた方を助けようと望んでいる

大勢の善き人々を見いだすであろう。

さらに私は主の僕として，あなた方が

来れば今まで決 して味わったことのな

い喜びを知るであろうと，少 しのちゅ

うちょもな くお約束する。

これ らを，・イエス ・キ リス トのみ名

によって，心か ら感謝の念をもって証

する。アーメン。
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全 世 界 の 教 会 の

子 供 た ち に お く る

ク リ ス マ ス の

こ と ば
小 さなお友 だちへ

大管長会か ら

あなたがたはみんな私 たちの天 のお とう様 の子供です。 あなたが たのかわいい心 と若い

霊 的な心 は，地上 の王国 である この教会 の王冠 の輝 きき らめ く宝石 のようです。あなたが

た選 ばれ た霊 たちは， ほんの少 し前 まで救 い主 イエス ・キ リス トのみ前 にい ま した。

私 たちは この楽 しい ク リスマスの季節 に， そのイエス ・キ リス トがお生 まれにな った こ

とを思い 出 し，それをお祝い します。

およそ ２千年前，羊飼 いたちはベ ツ レヘムの丘 の中腹で羊 の群れを見 ていた ときに，天

のみ使 いが救 い主 の誕生 を告 げるのを聞きま した。羊飼い たちはその天 使の言 った場所へ

と夜 もねないで急ぎ ま した。 そ して布 に くるま って， かいばおけの中で寝てい る御子 を見

つ けま した。

この幼な子は ます ます 成長 して強 くな り，知恵 があ って，神様 の恵みがいつ もあ りま し

た。

イエスさまはお となにな ると， 自分 の まわ りにいつ も子供 たちを引き寄せ ま した。 そ し

て大 きな愛 を， きよ くけがれのない もの に示 したい と思 いま した。 そのよ うなものが まわ

蚕
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りの小 さな子供 たちの，何 も疑 お うとしな い生活 の中に ある ことを見つ け売 か らです。彼

は次 のよ うに教 えま した。 「幼 な子 らをその ままに して おきな さい。わた しの とζうに来

るのを とあてはな りませ ん。天国 は このよ うな人 たちの国です 。」 イエスは， み も とにか

え りたい と望 んで いる人 々は，幼 な子の よ うにけがれが な く自由で，正直で，何 ご とを も

疑 わず， けんそんで正直 でなけれ ばな らない とい うことを言 ったので す。

イエスがみ もとに子供 たちを呼び寄せ た とき，子供 たちはイエスの深 い愛を少 しも疑い

ませ んで した。子供 た ちは， イエスのあたたかいや さしい うで の中で安 らかな気持 ちにな

りま した。 そ して 自分 たちのそばにイエスがいる ことを うれ しく思い，楽 しい ことだ と思

い ま した。 イエ スは子供 たちをほん とうに愛 してい ました。 そ して彼 らはそれ を感 じるこ

とがで きま した。

贈 り物 をす るこの時期に， 私たちがあなたがたに最 ものぞむ ことは， あなたがたが福音

のほんと うの大切 さを知 ってそれをよ く理解 し， イエス ・キ リス トのよ うに生活 してほ し

い とい うことです。 そのように生 活す るためには，で きるか ぎり力をつ くして イエ スの生

活 と教えを知 らな ければな りませ ん。 あなたがたは聖典 を読 んだ り，教会 に出席 した り，

神様 に従 った生活を してい る愛す る両親 や兄 弟や姉妹 の教えや模範 を通 してあなたの家庭

で学ぶ ことによって， これを学べ るで しょう。

あなたがたはいつ も救い主 の模範 に従 うよ うに しな ければな りませ ん。 あなた方 があ る

問題 にぶつか り，選ば なければな らない とき， 「イエス さまな らどうな さるだろ う」 と自

分 の胸 に聞いて くだ さい。 そ して イエ スさまがな さるだ ろうと思 われ るよ うにあなたがた

も して くだ さい。

主 の導 きを求め， またそれ を受 け るにふ さわ しい生 活をすれ ば， いつ も主 が導 いて くだ

さる ことを感 じる ことがで きます。 イエ スさまが この地 上においでにな った ときに， その

まわ りにいた子供 たちが得た とまった く同 じ神聖 な気持 ちをあなたがた も得 ることができ

ます。

私 たちは， あなたが たが祈 りを とお して また主 の戒 めをよ く守 る ことによ って，天 のお

とうさまに近 く生活す る ことが いちばんよい方法 で あることを確信す るよ うに祈 っていま 』

す。
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絵 バ ー ジ ニ ア ・サ ー ジ ェ ン ト

ノーヴーを離 れ るとき， トミーの家族 は １年分 の食糧 を持

ってい ま した。西の谷に着いて， そ こで作物 を うえるまで そ

の食糧で十分持 ちこたえ られ ると思 ったのです。で もまだ彼

らは ウイ ンター ・クォー ターズにいて来年 の春 まで そこにと

どまりそ うで した。

トミーのおか あさんは．エ ライジ ャと妹 のエ リザを家 に招い

てお とうさんが モル モ ン大隊 に加わ って るすの間， トミーや

ベ ッツ ィー といっ しょに住む ようにさせま した。ふた りのお

か あさんは最近 な くなり， もってい る食糧 もほ とん どあ りま

せ んで した。

トミーはエ ライジ ャに この ことについて何度か 話 し ま し

た。 「もしぼ くたちがお金を持 っていた ら， セ ン ト・ジ ョセ

フへ行 って，必要 な物 を手 に入 れる ことが できるんだ けど。

セ ン ト・ジ ョセ ブは ここか らたった８０キ ロしか離れて いない

んだ。荷馬車 で行 った ら２週 閻以内で もどって来れ るよ。 ど

こか お金が手 に入 るところはないかな あ。」

ある日， トミーはパ ーレー ・Ｐ ・プ ラッ ト兄弟が馬に乗 っ

て キャ ンプの中 に入 って行 くのを見ま した。 ３週 間前， プ ラ

ッ ト兄弟 はジ ョン ・テイ ラー，オル ソン ・ハイ ドとウイ ンタ

ー ・クォーターズを 出て イギ リスへ伝道に出たはずです。 ト

ミーはなぜ彼 がひ とりで もど って来た のだ ろうと 思 い ま し

５５２

た。

プ ラッ ト兄弟は， まっす ぐキャ ンプの書記 のウィ リアム ・

ク レイ トンの事務所 のある小屋 の方へ行 きま した。 トミーは

彼が中へ入 って行 くの を見て，戸 口のところで待 っていま し

た。

それか ら ２，３分 して クレイ トン 兄弟は トミーを呼 びま し

た。 「おかあ さん あて と， エ ライ ジャあての手紙 だよ。 おか

あ さんに， プラ ッ ト兄弟が モルモ ン大隊 の人 たちか ら受 け取

ったお金 を持 ってキ ャンプに もどって来 たと言 って来て くれ

ないかね。彼 は リーブ ンワース とりでで彼 らに会 って， 自分

か ら進 んで， イギ リスへ行 く前 にお金を持 って ウインター ・

クォーターズ に もどって来て くれた んだよ６」

トミーはキャ ンプに着 くと，大声でみ んな外に出 るように

言 いーました。 「エ ライジャ，お とうさんか らの手紙だよ。 そ

して もうひ とつ はおか あさんに」 と トミーは言 いま した。

トミー とべ ッツ ィーはおか あさんが手紙 を読むのを静 かに

聞 いて いま した。 「ヤ ッホー／」おかあ さんが， クレイ トン

の事務所 に食糧を買 うためのお金があ るとい うところを読 む

と トミーは大声 で叫び ま した。

「おとうさんが君た ちに もお金 を送 った と書 いてあるよ
。

も し食糧を買 ってお金 があまった ら， エ リザ とぼ くは新 しい

くつを買え るか も知 れない。」エ ライジャが言 いま した。

トミーのおかあ さんは間 もな くや って来 る寒 い冬の ことを

考 えていま した。「十分なお金が残 るはずよ 。」おか あさんは

自信 あ りげに言 いま した。 トミーはほか に何を買お うとも，

エ リザ とエライジ ャの くつ を買 いた いと思いま した。おか あ

さんは彼 らの肩 １ど手を置いて 「あなた方のお とうさんがどん

なに遠 く離れ ていて も， あなた方の ことを思 っていて下 さる

ことがわか って よか ったわね」 と言い ま した。

トミーはず っとどう した らセン ト・ジ ョセ ブへ行 けるか し

らと思 ってい ま した。 「おかあ さん，ぼ くたち朝 セ ン ト ・ジ

ョセフへ出発 して いいかな」 トミーはおかあ さんにたず ねま

した。

「も しだれかい っ しょに行 く人 がいた ら行 けるわ」 おか あ

さんが こたえま した。 「お とうさんが決 してひと りで遠 くへ

行 っては いけ ない ってお っ しゃったで し ょ。」

「マー レイ兄弟がセ ン ト ・ジ ョセブへ行 くところだ って先

週 聞いた よ。ぼ くたちマー レイ兄弟 といっ しょに行 っていい

〆：

岨



？」 トミーが言 いま した。

「そ うね
。夕食 のあとマー レイ兄弟の ところへ行 ってたの

んでみま しょう。」おかあ さんが こたえま した。

マー レイ兄弟 はい っしょに行 くことをとて も喜び ま した。

２日後 ， トミーが １つの荷馬車 のたず なを取 り，土 ライジャ

が もう １つの荷 馬車 のたず なを とって， マー レイ兄弟 とその

息子 と共に ウイ ンター ・クォーターズを離れ ま した。

セン ト ・ジョセ ブで彼 らは最初 にエ ライジャ とエ リザ の く

つを買いま した。それか ら彼 らは荷馬車 に トウモ ロコジ，小

麦 ， ジャガイモをい っぱいつめま した。ベ ッツ ィーは，農夫

が畑か ら直接 お店 に持 って来 たハチ ミツを長 い間見て いま し

た。 しか しハチ ミツを買 うお金 は残 っていませ んで した。

「気 に しないで
。 ノーヴーではぼ くたちは野生 のハチ ミツ

を取 ったんだ。たぶん途 中に ミツバチが もういな くなった く

ぼ んだ木が あるよ。」

セン ト・ジ ョセフを出て ２日目の夜， トミー とエ

ライジャが キャンプの見回 りを してい るとき，

くぼみの ある丸太 を見つけま した。 それ は

ヘ リまでい っぱいにハチ ミツがつまってい

ま した。少年た ちは，入 れ物 を持 っていま

鑑

せんで した。 それ で彼 らは木 の皮 にハチ ミツを少 しす りこん

で， 夕食 用に持 って行 きま した。 その後彼 らはハ チ ミツを取

るために ２つの大 きなやか んを持 って そ こに もど りま した。

彼 らがやかんの中にハチ ミツをす くいは じめた とき，後で

低 い うな り声 が しま した。 ふ りむ くと， やは りハ チ ミツの木

を見 つけた大 きな クマがいま した。やか んを ほう り出す と，

彼 らは助 けて と叫 びなが らキ ャンプの方へ まっ しぐらに走 っ

て行 きま した。 あま り急 いだので トミーは丸太につ まついて

しまいま した。 エ ライジ ャは トミーがた おれ るの を 見 ま し

た。 クマは彼 のす ぐ後 にいたのです。 「トミー，丸太の下 に

すべ りこめ／」 と彼 は叫び ま した。

マ ーレイ兄 弟は少年 たちが助 けを求 めて叫ぶ声を聞 きま し

た。彼 は ライ フルを持 って走 って来 て，慎重 にね らいを定 め

て，撃 ちま した。 クマはど うっ と丸太 のわきにた おれて息が

絶 えま した。

「マー レイ兄弟
， ありが とう。」 少年 たちは感謝 して言い

ま した。そ して トミーは， お とうさんが決 して ひと りで遠 く

へ行 ってはいけない と言 い残 して行 って くれ た ことを あ りが

た く思 いま した。

トミーの耳 におかあ さんが言 った言葉が何度 も聞 こえま し

た。 「お とうさんはどんなに遠 く離れて いて も， あなた方 の

ことを思 って いて下 さることがわか ってよか ったわね。」
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それ はク リ不マス ・イヴあ こと

で した。１２月の間， ブ ラジルで は

いつ もそ うであ るよ うに， その 日

もあたたかい 日で した。 リオデジ

ャネイロでは ク リスマスは真夏 に

来 ます。

リコとお とうさんは仕事 を さが

しに町へ行 くところで した。ふ た

りは，水を入 れ る四角いかんを頭

にのせ て丘 をのぼ って行 くリコの

お姉 さんた ちのそばを通 り過 ぎ ま

した。少女た ちは， ほ こ りっぽい

ジグザ グの小道を歌 を歌 いなが ら

はだ しで歩 いてい ま した。 少女た

ちは無ぞ ケさに歩 いてい るように

見え ま したが，家 に行 く途 中は １

て きも水を こぼ しませ んで した。

彼 らの家 は，町を見 渡せ るがけ

の上 に しがみつ くように立 ってい

る小 さな家 の集 まった ファベ ラの

中の一 つで した。 そ こでは リコの

おか あさんが待 ってい ます。

リコのおとうさん は 「私 は，病

５５４

気 の小 さなパ キーナを残 して行 き

た くはない。で も， も し私が仕事

を見つ ける ことがで きなか った ら

とて もク リスマスを送れ そ うもな

い」 と言 って 出か けて きたので し

た。

ふた りは丘 をお り，何時間 も町

を歩 きま した。 リコのお とうさん

は強 くて ハ ンサムで したが， や と

うところはあ りませ んで した。

「あ したな らね
。」 いつ も そ う

言 われ ました。

道ばたでは年 とった女 の人 や若

い少年 たちが ク リスマスの 日のた

めの ク ッキーやねばねば したああ

を売 ってい ま した。 きらきらした

彫刻 や緑 の花輪 が方 々の ウイ ン ド

ーにかか っています。 １つのお店

には ウイン ドーに ク リスマス ・ツ

リーがかざ って あ りま した。 リコ

は長い間， それ を立 って見て いま

した。

それ は リオデジ ャネイ ロで も，

またブ ラジルの どこに も見 られ な

い ような木で した。光 が枝 のは し

か ら輝 き，雪 のよ うな ものが板 の

上にの ってい ま した。 ブ ラジルで

は高い山に しか雪 が降 りませ ん。

それ もほ とん ど ７月かぎ りです。

「さあ行 こ う。」 リコのお と う

さん もその ク リスマス ・ツ リーが

ほ しい と思い ま したが， た まりか

ねてそ う言 って しまい ま した。

けわ しいが けを フ ァベ ラの方 へ

登 って行 くときには， あた りは ま

っ暗で した。

ふ た りは家か らもれて来 る光 を

たよ りに登 って行 きま した。 その

光 は窓 やタール紙の カベの さけ 目

を通 して輝 きま した。 ほかの家 か

らの光が暗やみの中で光 っていま

した。 それ はきれいなひ と続 きの

もようの ようで した。

おか あさんが小 さいパ ーキーナ

を看病 しなが らまだ おきてい ま し

た。
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リ コ の ク リ ス マ ス

ファベ ラの どこか しこで光 が輝

き始 めま した。 リコは家 か ら家へ

走 りま した。彼 が行 く先 々で笑 い

声 や光 がは じけま した。暗 やみの

中で あち こちか ら呼 び声 が聞 こえ

ま した。

「もう少 し火 を高 くあげろよ
。」

ひ と りが さけび ま した。

「うちの ランタンと並 べてたい

まつを置 けよ。」 も う ひ と りが叫

び ま した。

年 とったマ ンマ ・ベ ネデ ィー タ

は，最後 にそれ を聞 きま した。 ベ

ネデ ィー タは ファベ ラの低 い方 の

はずれ近 くにあ るツバ メの巣 のよ

うながけの上 の小 さな竹 の家 に住

んでいま した。 リコはべ ネデ ィー

タに火 をい きおいよ く燃 や して く

れ るよ うにたのみ ま した。 そ して

も う一 度 けわ しい小道を町の方へ

か けお りて行 きま した。

リコはおと うさんが後 ろか ら急

いで来 るのにまるで気がつ きませ

んで した。人が大勢 い町角 まで来

て 目を上 げると，真 夜中の聖餐式

の後，教会の外 で人 々ががやがや

お話 を してい ま した。

５５６

人 々が ファベ ラの方 を見上 げ始

め ま した。

「ク リスマ ス ・ツ リーだ
。光 が

い っぱいついた ツ リーだ。 がけの

上 の人 たちが作 ったんだよ。」

町の上 にほん とうに空高 く， ピ

ータお ば さんの ランフ。やマ ンマ ・

ベ ネデ ィータの炉 や ファベ ラのそ

のほか のきん きら輝 く光でつ くっ

た明 るい ク リスマス ・ツ リーがみ

ごとな姿 を見 せてい ま した。 リコ

たちがつ くったのです。

リコ とお と うさん はもう一度 ほ

こりっぽい道 を登 った とき， あか

りが一つ一 つ消えて いきま した。

ファベ ラの人 々はその よ うなす ば

らしい ク リスマス祭で さえも， ほ

とん ど燃料 を持 って いませ んで し

た。

半 分ほ ど登 ってか ら， ふた りは

止 まって リオデ ジャネイロの港 の

方をふ りかえ りま した。遠 くに，

別 のた くさんの光 の群れ が見 えま

した。

「入港 して きた船 だよ」 おと う

さんが小声で言 いま した。 「ク リ

スマスの朝で も，荷下 ろ しの荷役

人 が必要だ ろ う。お とうさんは ま

っさきにや とって も らおう。」

お とうさんは リコの肩をたた き

ま した。

「も しおまえの ク リスマス ・ツ

リーがなか った ら，船 が入 って く

る ことを知 らなか っ たね。」 お と

うさんは笑顔 でそ う言 い ま した。

おとうさんは ドックの方へ走 っ

て行 きま した。

家 に着 いた ときにはあた りは暗

く静 かで した。 みんな寝て いま し

た。 リコはす みの方 にある 自分 の

ね ど こに背 中を まるめて横 にな り

ま した。 ク リスマスはみんな にと

ってたの しい 日にな るで しょ う。

しか しこんな楽 しい ク リスマ ス ・

イヴはないで しよう。

リコは横にな りなが ら，空高 く

き らめいた ク リスマス ・ツ リーの

ことを考 えま した。

「ぼ くは とって もお金持 ちだ。

町 のみんなにク リスマスの贈物を

あげ られ る人 はそ うざ らにはいな

いよ。」 リコは思 い ま した。
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プ レー リーの向 う側

に見 える堀 りお こされて土が盛 り上 がった ところをなが めて

いる と，目に涙 があふ れ，胸がい っぱいになって息 ができな く

な りそうで した。 その新 しいお墓には， ジェニーのいちばん

親 しかった友 だちのエ リザベ ス ・アンが眠 ってい るのです。

ず っと前 ジ ャクソ ンー家 はノーヴーに来て， ジェニーの家

の とな りに住 んで いま した。 ジェニーとエ リザベ ス ・アンは

秘 密を教 えあ った り， おままご とを した り，川の そばの土手

の上 を歩いた りして， とて も楽 しく過 ご しま した。で ももう

その エ リザベス ・アンはいないのです。

ジェニーは荷 馬車 によ りかか って泣 いて しまいま した。監

督が前 に復活 について話 して くれま したが， エ リザベ ス ・ア

ンは生 き返 りませんで した。ジ ェニーは前 に も同 じよ うな悲

しい思 いを しま した。去年の夏 ， ノーヴーでおか あさんと生

まれ たばか りの弟が死んだのです。
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その夜 ジェニーはベ ッ ドに入 ってか ら， ジ ャク ソン夫妻 は

エ リザベ スを な くして どんなに寂 しが ってい るだろ うと思 う

となか なか眠れ ませんで した。 とい うのはエ リザベス ・ア ン

はジャクソ ン夫妻 のた った ひとりの娘だ ったか らです。エ リ

ザベ ス ・ア ンの弟 の トミーはお姉 さんがいな くな って さび し

がっている ことで しょう。 そ して メア リー ・メ リンダ も，．寂

し く思 っているにちが いあ りません。

メア リー ・メ リンダはエ リザベ ス ・アンの大好 きだ った人

形 です。メ ア リー ・メ リンダはきれ いにカール した ブロン ド

の とて もすて きなお人形 です。 その青 い目は開 いた り， とじ

た りす る し，顔や手 や腕 はせ とものでで きて いて美 しい色が

ぬ って ありま した。そ して ピンクの うす いモス リンの洋服を

着て レースの きれいな飾 りのついた小 さな臼い くつをはいて

いま した。

ジェニーは今 まで その ようなお人形 を買 って もらった こと

５５７



があ りませんで した。 で もエ リザベ ス ・ア ンは親切だ った の

でいつ もジェニーにメア リー ・メ リンダを使わせて くれたの

．です
。 ジ ャクソ ン夫人 はメア リー ・メ リンダを どうす るのか

しらとジェニーは思 いま した。

次 の日の朝，荷馬車隊 は谷の方へ と動 き出 しま した。それ

は明 るい太陽が さん さん と輝 く日で した。で もジ ェニーに と

って は暗 くさび しい日で した。

２， ３日後 ジェニーが大 告な ヤナギの枝 でつ くったかごの

中の着物を調べてい るときに， ピンクのつむぎ糸 の玉 が ２つ

あるの に気づ きま した。それは， エ リザベス ・ア ンの もので

した。 ジェニーは玉 を こわ さないよ うに気 をつけなが らか ご

の外 に取 り出 しま した。つむぎ糸 の玉 の １つ にエ リザベ ス ・

アンがあみ始めたス カーフ とあみ棒がつ いて いま した。「

それはいつかエ リザベス ・ア ンが 「ママのお誕生 日にあげ

よ うと思 ってあんで るの」 とジェニーに話 して くれた もので

した。

「おか あさんのお誕生 日はいつ ？」 とジ
ェニーがたずねま

した。

「ああ
， それ はまだ まだ， １０月 よ。」 エ リザベス ・アンが

言 いま した。 「で もそれを仕上 げ るまで にはずいぶんかか り

そうだわ。 もちろん，おか あさんがいない ときにだけあむの

よ。」

「ここにそれを置いて行
った らどうか しら。 そ うした らい

つで もあみたい時 にあめ るん じゃない」 とジェニーが言 いま

した。

「そ うね
， ジェニー， それはいい考 えだわ。」エ リザベ ス ・

アンはそ うす ることに しま した。

さて ジェニーはそのス カーフを じっと見つ めま した。それ

は １目表 あみ し１目裏 あみ した簡単 な もので した。

「私 に もで きるわ
。 これ を仕上げて エ リザベ ス ・アンのお

かあ さんにあげよ う。」ジェニーはそう思 いま した。そ してそ

の後， ジ ェニーは特別す る ことが ないときはいつ もス カーフ

をあみま した。荷馬車隊が その谷 に着 くとジェニ ーはす るこ

とがた くさんあ りま したが，１０月の初め にそのス カー フをあ

み上 げま した。で もまだふ さ飾 りをつけてなか ったので，そ

れが終 わった ら， お誕生 日のプ レゼ ン トはで きあが りです。

ジェニーのおとうさん はとて もほめて くれま した。そ して

５５８
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「ま るでお店 で売
っているス カーフのようによ くで きたね」

と言 いま した。

ジェニーは頭 にス カーフをかぶ ってた らいの上 の小 さな鏡

の中をのぞき こみま した。す ると ピンクの スカーフは とて も

きれいで，ふかふか して いて あたたかか ったので うれ しくな

りま した。 ジェニーはふ ち飾 りを し上 げた ら， それをジ ャク

ソ ン夫人の ところへ とどけよ うと思いま した。

次 の日の午後， ジャクソン家の戸 口に立 って ノックした と

きに， ジェニーの胸 はどきどきしていま した。 ６歳 の トミニ

が戸を あけま した。 ジャクソン夫人 はス トーブの ところで忙

しく働 いていま したが， ジェニーが入 って行 くととち らを振

り向 きま した。 ち ょっと驚 いたよ うで したが， その顔 はとて

もうれ しそ うで した。

「ジェニー／」 ジ ャクソン夫人 は叫 びま した
。「あなた にあ

え るなんて うれ しいわ。長 い間あなた にあえな くて さび しか

ったわ。 だか ら私 たちの ところへ来て くれた らなあ って思 っ

てたの。 セーターをぬ いでだ んろのそば にい らっしゃい。今

しょうがク ッキーを焼 いて いるの。 あなた好 きだ ったわね。」

ジェニーはセーターか ら茶色の紙 につつんだ包みをそっ と

出 して， ジ ャクソン夫入 にさ し出 しま した。 「おば さんのお

誕生 日のお祝 いに持 って来たの。何 日かは知 らなかったけれ

どエ リザベ ス ・アンが１０月 だ と私 に話 して くれた ことがあっ

たか ら…… 。」

ジャクソン夫人はていねいにその包みを開きま した。 そ し

て美 しい ピンクのス カー フを見 ると，何 も言 えな くなって し

まいま した。

「ジェニ ー
， すて きだわ。」 しば らくして そ うつぶ やきま

した。

「それはほん とうは私 か らで はないの」 と言 って ジ
ェニー

はそのわけを手短 かに説 明 しま した。

ジャクソン夫人 はほほにスカーフを近づ けてそれを にぎり

しめ， 「いつまで も大事 にす るわ。 ジェニー， これは半分 は

あなたか らの贈物 よ。 これ を全部 あむの にずいぶん時間がか

かったで しょう。 で もなぜ ？」

「だって私 は， エ リザベ ス ・アンが とて も好 きだったか ら

よ。 そ して おばさん も／」 ジェニーはそ うこたえま した。

夕方近 く， おとうさん と小 さな妹たちに ともらった クッキ
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一のふ くろを持 って家へ帰 るとき
， ジ ェニーはエ リザベス ・

アンがす ぐそば にい るよ うな気が しま した。長 い間 さび しい

思 いを して きま したが， もう平 気です。

それか ら日が飛ぶよ うに過 ぎて行 きま した。 ジェニーは勉

強を した りお とうさんの仕 事を手伝 った り，す るこ とが た く

さんあ りま した。知 らない間にあた りは雪で おおわれ， ク リ

ス マスが近づ きま した。 ジェニーはお とうさんには くつ下 を

小 さな妹 たちには手袋 をあみ上 げて いま した。

クリスマスの前 の日の朝， おとうさんはけわ しい谷へ行 っ

て美 しい もみの木 を持 って きま した。・ジェニーはク ッキーと

ポ ップ コー ンを作 りま した。 そ して おとうさんが家 に着 くと

さっそ くみんなで ク リスマス ・ツ リーの飾 りつけ を し ま し
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運んで来 ま した。 ウイルケ ンスおば さんは とうみつで こ しら

えた タフ ィーを作 って来 て くれま した。 そ してジ ャクソ ン夫
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人は包んだ箱 をかかえて来 ま した。

「あなた と
， あなたの妹 たちに」 とジャクソン夫人は言 い

ま した。

ジ ェニーはす ぐその場で その箱を あけたい と思 いま した。

で もおと うさんが，それを あけるのは ク リス マスの朝 まで待

ちなさい と言い ま した。 ジェニ ーはほん とうにク リスマスの

朝が来 るか しらと思 いなが ら寝 ま した。 で もとうとうその日

が来 ま した。

ナイ トガウンを来 たままだん炉 のそばで ジェニーは贈物の

箱 をあけま した。 ジ ャクソ ン夫人 は小 さい妹た ちに， ボタン

の目 とつ むぎ糸 の髪 の毛の くつ下のお人形 を プ レゼ ン トして

くれ ま した。次 に美 しい ピンクのうすい モス リンの洋服 を着

たメァ リー ・メ リンダが ジェニーの 目に飛 び こん で 来 ま し

た。 メア リー ・メ リンダ，すて きなかみ とパチク リパチク リ

す る目を したすば ら しい人形 ／

ジェニーはエ リザベス ・アンの大事 な大事 な人形 を箱か ら

取 り出 しま した。メア リー ・メ リンダの腕 に小 さな紙切れが

結 んであ り，次 のよ うに書 いて ありま した。 「心か ら愛す る

ジ ェニーへ」
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若 い成人 たちは，ま さに人生 の とび らを開かん と してい る。

彼 らは， その少年時代を生 き，青年時代の困苦に対 え抜 き

よ うや く最初 の成熟期 に入 ろうと してい る今， 自 らの持 つ偉

大 な可能性 をかいま見 ている状態 なので ある。

彼 らに とっては， ご く近 い将来 に視線を投ず ること （誰 も

がで きることだが） さえ，血沸 き肉躍 る ことなので ある。

世界の人口の半 分は２８才以下 の人 々で ある。政界，教育界

産業界 に活躍 す る指導者 の多 くは， まだ３０代で ある。

若 い成人た ちは現在急増 する責任 を受 け，将来 の出来事 に

並々 な らぬ影響を与 えよ うとしてい る。彼 らは， いか なる世

界を建設 しようと してい るのであろ うか。

人間で ある以上 ，彼 らもまたその父祖 同様 に過 ちは犯すで

あろう。 この世で誰が完全 であ ろうか。今 日，今 だなか った

程科学技術 の恩恵 に浴 してい ることは事 実であ り，祖先 たち

よ り数段 も高 い教育を受けてい ることも事実で あ る。 しか

し，私 たちは本 当に賢明 になったで あろうか。知恵 とい うも

のは本 当の進歩 の源泉で はない ので はなか ろうか。その知恵

は，一体 どこか ら……。

科学万能 の今 日， シ ェイ クス ピア以上 の天才が産み出 され

たであろ うか。 ソロモ ン以上 の知恵 を持つ近代人 はい るだ ろ

うか。一体，誰 の著作 が， イザ ヤや パウ ロの著作 との比較 に

耐え得 るであろ うか。

科 学技術は，「ヴェニスの商人」１ を産 み出す こ とはで きな

い し，いかな る近代 の主義主張 を もって して も，聖書 の如 き

書物 は書 くことがで きない。それゆえ，過去 には過去 の もつ

偉大 さというものがあ ったのであ り，私 たちは，今だ にその

甘 い汁 を吸 ってい るのであ る。

ある種 の偉大 さとい うものが，各々の時代 の特色 をつ くり

出 してきた。 それ は，常 に共通の源か ら湧 き上 が った もので

ある。 その源 とは，す なわ ち神で ある。

ソクラテス２ は神を肯定 した。 シェイクス ピアの記 した最

も荘厳 な表現 は，みな聖典 の影響 を受 けている。 コロンブス３

は祈 り， ワシン トンや リンカーンや チャーチル４は，聖書 の

中 にその指導 を仰 いだ。 ダー ウィン５ は信心深か った し，現

代の宇宙科学 界のち ょう児 フ ォン ６ブ ラウ ン６は，神聖な も

のを礼拝 してい る。

それな ら，若 い成人 たちは， ど うして それ以下 のことに甘

ん じてい ることがで きよ うか。 もし，彼 らの生 きて いる世界

が確かな ものであ るとす るな らば， それ は，か って人類 の知

り得た，ただ １つの確 固たる基盤 の上 に立脚 して いるか らに

他 な らない。すなわち，全能者 に対 する信頼 がそれで ある。

いつ の時代で も，神 を否定 して生 きよう との努力が払われ

て きた。国家において も，個人 において もそれが試 み られ た

が，同 じような結果 しか得 られていない。

神 を否定す ることは，必 然的に，神 の教 える生 き方 を否定

す る ことで ある。神の法則は，ただ １つの 目的を もって， た

えず私 たちを高 めて くれ る。すなわち，私 たちを助 け，神 の

如 き者 とす る ことで ある。

神 に背 を向けれ ば，私た ちは進歩の道か ら離 れて， 見知 ら

ぬ方向に迷 い述 むで あろう。 それ は退廃への道であ る。

誰 にそんな ことが できようか。多 くの人々が試みたが，皆

笥』 ｉ』 。 、一

その代価 を受 けてい る。は じめは魅力的 で，心 を捕 えるよう

に思 えて も， その生 き方は，高価 で苦痛 を伴 うや り 方 で あ

る。

ローウェル７ の言葉 を言 い替えれば， 「罪 の代価 は，罪 自

身が私 に与 える もので支払 われ る」 とい うことであ る。罪 の

支払 う報酬 は， あ らゆる種類 の心痛で しか ない。

私 たちは，数週 間の うちにク リスマスを祝 お う と し て い

る。 この喜 びの季節 に，過去 の遺産 の一枝 を手折 り，神の存

在を認識 す ること以上 の ことがやれ るで あろうか。

我々は， 自 らの未来 を建設 する ことが できる。 しか し 「主

が家を建て られ るのでなければ，建 てる者 の勤労 はむ な しい

（詩編１２７：１）」 とは真実で ある。

人それぞれが，それぞれのや り方 で建設 するのは，確か に

正 しい。 （パ ウロが植え， アポ ロが水 をそそ ぐこともあろう

が） しか し， も し独力で ことをなそ うとす るな らば，真 の意

味で の建設 は決 してで きない。

人類すべて の出来事を支配 してお られ る神の存 在があ るの

で ある。奇 しくもシェイクス ピアは 「結局最後の仕上 げは神

がす る， つ くづ くそ う思 う。荒削 りはい くら人間 が し て も

だ」 と言 った。 まさに与 えるの も主で あ り，取 り上げ るの も

主 であ るのだ。

この ク リスマスの時，私 たちは 自らの手 に最大の贈物を し

ょうではないか一 キ リス トのよ うな生活 という贈物を。 イ

エスは現 世で も来世 でも，救 い主 であ られ る。主が 「成長 さ

せて下 さる」のであ る。

世が主を拒み， あざけ るとも，主 は この世 よ り大 いなる者

で あ られ る。世の知者た ちが嘲笑 す るとも，人 の知恵 は滅 び

るで あろう。神 のみ こころと知恵のみが， 時代 の波 に耐 える

深 さを持 つので ある。

ペテ ロが， キ リス ト以外 には救 いは ない と教 えた時，彼 は

私 たちが認識 している以上 の深 い意味で語 ったのであ る。

創 り主 として， イエスは宇宙を支配 してお られ る。イェス

は嵐 を しず める こともで きる。主 に仕 えさえすれば，主 は天

の窓 を開いて， あふれるばか りの祝福 を注 いで下 さることも

で きるのであ る。 これ こそ進歩 の道，豊か な生活へ の道で あ

り，平 安 と幸福 への道 なのである。私 たちはこれを受 け入れ

るだけの知恵を持 ってい るだろ うか。

この ク リス マスにあた り，私 たちは主 を文字通 りに受 け入

れ，へ り くだ って主 のみ名を受 け， 肉体的 に も，経済的 に も

霊的 にも救 いにあずか ろうではないか。

１． 「ヴ ェニ スの 商 人 」 ウ ィ リア ム ・シ ェイ クス ピア に よ る戯 曲

２． ソ ク ラテ ス （４７Ｇ－ ３９９Ｂ Ｃ） 古 代 ア テ ネ の哲 学 者

３． コ ロ ン ブス ， ク リス トフ ァー （１４５１－ １５０６） ス ペ イ ンに仕 えた

イ タ リアの 海 洋 探 険 家 ， ア メ リカを発 見

４． チ ャー チル 卿 ， ウ ィ ンス トン （１８７４－ １９６５） 英 国 の首 相 （１９４０

－ ４５， １９５１－ ５５）

５． ダー ウ ィ ン， チ ャー ル ス ・ロバ ー ト （１８０４－ ５２） イ ギ リス の 自

然 主 義 者

６． ブ ラウ ン， ワー ナー ・フ ォ ン （１９Ｇ２一 ） ドイ ツ生 ま れ の ロケ

ッ ト技 術 者

７． ロー ウェ ル ， ジ ェ イム ス ・ラ ッセル （１８１９－ ９１） ア メ リカの詩

人 ・評 論 家 ・外 交官
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わか ちあ う

ク リス マ ス
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私は ホーマーが，私 の覚 えているず

っと以前 か らブ ーツをほ しが って いた

ことを知 っていた。 その時彼 は１１，私

は１０歳 で，幾晩 も小屋 の中で青 いふ と

んに くるま りなが ら，本物 のブーツが

あ った らどんなにすて きだろうと話 し

あった ものだった。 いば らの茂み も歩

ける し， ガ ラガ ラへび もよけ られ る。

それ に馬 に乗 る時 もはけ るブ ーツ。私

た ちは，皮 は こんな皮 を使 ってデザイ

ンは こんなふ うに と， いろいろ思 いめ

ぐらしていた。

しか し， それがた だ話 だけのことだ

という ことは承知 していた。不況で父

の仕事 は苦 しく，通学 靴 さえいつ もお

さが りの底がす りへ った ものだった。

私た ち ２人 は両親 のために学校 で手

製のプ レゼ ン トを作 った し， その年 の

ク リス マス もいつ ものよ うに楽 しいク

リスマスになるに違 いなか った。 プ レ

ゼ ン トを買 うお金 は一銭 もなか ったが

私 たちは小 さい頃か ら母親 に感 化 され

ていた。母 は人 に物を あげ ることが好

きで， その人 にぴ った りの プレゼ ン ト

を して喜 ばれ ることを考え ると，家族

のみんな もそれにつ られ，楽 しくなる

のだ った。私 たちは 自分 のあげる物 を

人が どんなに喜 んで くれるか を楽 しみ

、

に，かたずをのんで その時 を待 ちわび

た。 自分のプ レゼ ン トを作 ってい る時

も隠す時 も内緒 という決 ま りにな って

いた。 みんなわか って いる し，秘密 と

いうには大 げさだが，ただ， どんなに

捜 して も隠 し場所のみつか らないのが

祖母 のプ レゼ ン トだ った。祖母 のプ レ

ゼ ン トは ク リス マスの朝 に魔法 をか け

て出 したよ うな， いつ も思 ったよ り高

価 な物 だった。

その クリスマス，私が ４年生の時に

作 った羊皮紙 のような紙 のランプの傘

を母が とて も喜び，父 も私が 自分 で こ

ねて焼いた粘土の宝石箱 を大 変ほめて

くれた ので，私 は満 ち足 りて幸福 だっ

た。 ジル とエ マロウは，洗濯 バサ ミを

削 って作 った人形 を喜 んで くれ た し，

ホ ーマはベーゴマ と取 りか えて も らっ

たス カウ ト・ピンを気 に入 っ て くれ

た。 それか ら，祖母が プ レゼ ン トを渡

し始 めた。

私の は重 くて四角い包みだ った。 そ

の年私は病院に入 院 して， ク リスマス

の時は松葉 づえをついていたが，組 み

立てのでき る建物 セ ッ トが もらえた ら

どんなにすば らしいだろうと考 えて い

た。祖母 は子供 たちの心を読む術を心

得 ていたので， プ レゼ ン トはきっとそ



れ に違いない と思 った。 しか し，包 み

は違 っていた。それは皮 の匂い も強烈

な茶色 のブーツだ った。

私 はす ぐさまホーマーの 包 み を 見

た。彼 の包み はセーターだ った。ホー

マは秋 に着 るセーターをほ しが ってい

た。私 はホーマーが見 に来 る前 に箱 を

隠 して しまいたか った。私 はブ ーツを

ほ しくはなか った。 ブーツは ホーマ ー

が もらうべきだった。 ホーマーは見せ

て と寄 って き た の で，私 は 口を開い

た。 「ごめんね， ホーマー。」

しか しホーマーはにこっと笑 って叫

んだ。 「ほ ら，み んな， リチャー ドの

プ レゼ ン ト見 て／」彼 は箱か らブーツ

を さっと取 り出 し， まるで宝物 のよう

になで さす って私 の足 もとにす わ り込

み，私 の半分底 のす りへ った靴 を脱が

せ，新品の立 派なブーツをはかせて く

れた。

私 はブ ーツのはき心地が どうだった

か も， どんなブ ーツだったか も覚 えて

い ない。 しか し兄が私 のために喜 んで

くれた ことで，その ク リスマスは今 も

心 にあざやかに残 ってい るのであ る。

リチャー ド ・ワーナー

エ マロウ ・ワーナー ・テイ ン

に語 った話。
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忘 れ な い ，覚 えて い るわ

マ ー ジ ョ リー ・Ｂ ・ テ イ ラ ー

私 が ６歳 の少女 だった時，感謝祭 の

す ぐあ とで， ク リスマスには大好 きな

人た ちみんなに好 きな物 をあげたい と

思 った。で もお金 がな くて何が できる

だ ろう。す ぐによい考 えが心 に浮か ん

だ。 「ママのお得意料理 のすて きなキ

ャンデーの作 り方 を写 して，本 を作 ろ

う。 それを通 りの こっちと向 こうのお

隣 りさん に売 れは，大 好 きな人 たちに

あげ るプ レゼ ン トのお金がで きるわ。」

毎晩， 自分の用事を終え ると急いで

部屋 に閉 じこもり，一番好 きなキ ャン

デーの作 り方を しんぼ う強 く書 き写 し

た。人形 の リボンを切 り取 ってペ ージ

を結 んだ。 そ して古い雑誌か ら丁寧 に

絵 を切 り抜 き，母か ら作 り方を教わ っ

た小麦粉 のの りを使 って，一つ一つの

本 には りつけた。 とうとう１０冊 の本が

できあが った。翌 日は １日がか りで売

るつ もりでいたが，一時間 もた たない

うちに全部売 り切 れて しまった。私 は

急 いで家 に戻 り，父が時間 をみつ けて

買物 に連 れて行 って くれ る時 まで， た

んすの引出 しにお金 を しま っ て お い

た。

私 は何 とやさ しくしんほう強 い父 を

持 っていた ことか。１２月 のあるさわや

かな朝，朝食のあ とて父は 「き ょうは

２人で ク リスマスの買物を しよう。 で

かけ る用意はで きてい るかい」 と言 っ

た。

私は買物の リス トを もう 作 っ て い

た。 「ええ， もちろん」 と答え，急 い

で二階へ行 って， リス トとお金を持 っ

て きた。

その数分後，私た ちは雪の積 もった

歩道 を手 をつ ないで歩いていた。父が

１歩 あ る くごとに私 は ３歩 あるいた。

子供 にで きる最 もすば らしい外 出であ

った。飛 ぶよ うに歩いたのて， お しゃ

べ りをす る暇は とて もなかった。

マーケ ッ トに着 くと父は言 った 「こ

こで買え るものだけにす るんだよ。」

「で もお父 さん
， ここではキ ャンデ

ーとガムを買 うだけ よ。私 の したいプ

レゼ ン トは売 ってないで しょ。」

「い ろい ろな人にすて きな プ レゼ ン

トを あげたいのだ ろうが，そんなお金

は持 ってい ないだ ろう。」父 は言 った。

「買 いたか った物 と同 じようにすて き

なプ レゼ ン トが， ここで もきっとみつ

か るよ。」

それ を聞 きなが ら，私 の目には落胆

の涙が浮か んだ。私 はす っと前か ら一

生懸命 に働 いた。大好 きな人 たちにあ

げたい物 はそのお金で大丈夫買 えるは

ず なのに。

「きれいな本 を自分で作
った時 に，

もう，大好 きだ とい う気持 をプ レぜ ン

トしたんだよ。 いまは，買 える小 さな

プ レゼ ン トを捜 して，大好 きです とい

う気持 を包 んで， ク リスマスの リボ ン

で結 びな さい。 どんな人 もあげ られ な

い ような，一番 すは らしいプ レゼ ン ト

にな るよヨ と， 父は言 った。

愛が，銅 貨では買 えない高価 なプ レ

ゼ ン トだ とい う，偉大 な真理 を私 に教

えて くれた父に恵 みかあ ることを。

「マージ
ョリー， その ことを忘 れな

い ね ？」父は尋 ねた。

私は涙をぬ ぐい， 父の顔 をみあげて

ほほえみ，言 った。 「忘 れない。 いつ

も覚 えてい るわ／」
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マ リ ヤ

　 　

メ ア リー ・フ フ ッ ト ・パ リ ッ シ ュ

キ リス トがお生まれにな る １２０年前

ひ とりの天使がベ ンジャ ミン王の もと

に現われ， イエ ス ・．キ リス トの母 にな

るマ リヤについて話 しま した。それよ

りもお よそ ４７５年前 にニ ーファイ’は幻

の中に マ リヤを見て， 「すべての処女

の中で最 も美 しく清 らかな 処 女 で あ

る」 と言 いま した。 それよ り お よ そ

１００年前， イザ ヤは マ リヤについ て 予

言 を し，次 のよ うに言 いま した。 「お

とめが みこ もって男 の子 を産 む， その

名 はイ ンマ ヌエルと となえ られ る。」

生 んだ子 ど もが イエスさまだ という

だけで マ リヤの ことはよ くわか ります

が， マ リヤが この地上で どの ように生

活 したかは ほとん どわか っ て い ま せ

ん。私 た ちはマ リヤが どこでいつ生 ま

れたのか，父親 と母親 はだれなのか確

かな ことを知 りませ ん。’私 た ちが知 っ

てい るマ リヤは，若 い ころナザ レに住

んでいて， ヨセ ブのいいなづけだ った

とい うことです。 その ころ，少女 はた

いへん早 くか ち婚約 し， ときには幼い

ときに婚約 しま した。そ して結婚で き

る年れ いに なるまで，待 ったのです。

ですか らマ リヤも天使の ガブ リエルが

現われた ときは まだ若 か った こ．とで し

ょう。 マ リヤの ことを， 「恵 まれた女

よ， おめで とう，主 があなた と共 にお

られます」 と言 ってか らガブ リエル は

こう言 いま した。

「あなたは神か ら恵みを いただいて

いるのです。見 よ， あなた はみ こもっ

５６６

て男 の子を生むで しょう。その名をイ

エスと名づ けな．さい。彼は大いな る者

とな り，い と高 き者の子 と， となえ ら

れ るで しょう。」

この言葉 を聞 くとマ リヤは とて も不

安にな って， このあい さつはなんの こ

とだろ うと思 いま した。 「どう してそ

んな ことがあ り得 ま しょうか。 わた し

はまだ夫があ りませ んのに。」

する とガブ リエルは言 いま した。

「聖霊 があなたの ところへ来て
， いと

高 き者 の力 があなたをおお う で し ょ

う。」

そのために生 まれ 出る子 は聖な るも

ので あ り，神の子 ととな え られ るで し

ょう。

マ リヤがいぶか しげな顔 を したので

ガブ リエルは さらに続 けま した。 「ご

らん， あなたのい とこのエ リサベ ツ も

老年 なが ら子 を宿 しています。彼女 は

子 どもを生 めない といわれて いま した

が， もう６ヵ月 になって います。神 に

は，何 で もできない ことは あ り ま せ

ん。」

そこで マ リヤが言い ま した。 「お言

葉 どお り， この身 にな りますよ うに。」

ヨセフは，まだ結婚 していないのに

マ リヤに子 どもが生 まれ ると聞いて，

悲 しくな りま した。 そ してず っとマ リ

．ヤを愛 するためには， とて も勇気が い

りま した。 またマ リヤ も， 自分 に起 こ

った ことが信 じられ ない ようなふ しぎ

な ことばか りだ った ので とて もヨセフ

にそれを話す ことはで きなかった こと

で しょう。聖書 には， ヨセ フが とて も

悩んでいた と書 いてあ ります。 そ して

ヨセ フは とうとう， マ リヤをユダヤの

遠い山里 へ急 いで行 かせ たのです。 と

い うのはそ こには マ リヤの言 う ことを

いつ もよ く聞いて くれ るエ リサベ ツが

いたか らです。 ところが何 とおどろい

た ことで しょう。 エ リサベ ツに も赤 ち

ゃんが生 まれ るというのです。

マ リヤは ３ヵ月 エ リサベ ツの ところ

にいま した。 この とて も重大な ときに

マ リヤはそこにず っといて， ヨセブが

帰 って来 なさい と言 うのを待っていま

した。その ころ，結 婚 しないで子供 が

で きると，石を投 げつけ られま した。

しか し， マ リヤは何 も罪 を犯 していな

い と思 いま した。それは身 ご もってい

る子供 は神様 の子供 である と知 って い

たか らです。 マ リヤは ヨセフがわか っ

て くれ ないうちにナザ レに帰 るのは と

て も恐 ろ しい気が しま した。で も，強

い信仰 を持 って いるな ら，何 もこわい

ものはないと思 いま した。イエス さま

は， 「わた しの思いではな く， み ここ

ろのままに して くだ さい」 と言 われま

したが，それよ りもずっ と前 にマ リヤ

もこれ と同 じことを言 いま した。 ヨセ

フは マリヤに 自分 に も天 のみ使 いが現

われた ことを話 しま した。 そのとき，

マ リヤはどんなにうれ しか った ことで

しょう。

「ダ ビデの子 ヨセフよ
，心配 しない





マ リ ヤ

で マ リヤを妻 と してむかえ るがよい。

そのか らだ に宿 って いる ものは聖霊 に

よるので ある。彼女 は男 の子を産むで

あろう。 その名を イエスと名づ けな さ

い。彼 は，．民 を罪か ら救 う人 となるで

し ょう。」

それか らはマ リヤは，神様が とて も

木 きな祝福 を与 えて くださったことを

喜 びま した。 「力ある方 が， わた しに

大 きな ことを して下 さいま した。」そ し

て子供 が生 まれ るのを楽 しみに待 って

い ると言 いま した。 しか しその日が近

づいた とき， 困った ことが起 ごりま し

た。 とい うのは どの町に住 んでいる人

も，税 金をは らわなければな らない と

い うおふれが アウグス ト皇 帝か ら出て

いたか らです。 ヨセ フとマ リヤはダ ビ

デの子孫で あったので， ２人はす ぐに

岩だ らけの道を通 って， １５０キ ロはな

れ たベ ツ レヘ ムへ行かな ければな りま

せ んで した。 も し１日２０キロ行 けた と

して も， ７日かか ります。身重 の マ リ

ヤに とって それ はつ らい旅だ った にち

が いあ りませ ん。

イエスさまが生 まれ るまで マ リヤが

どの くらいベツ レヘ ムにいたかはわか

りませ ん。数時間だ ったか も知れない

し，数 日間 だったか も知れ ません。 し

か しマ リヤが馬小屋 にとまった とい う

こ とはわか って います 。その馬小屋 は，

主 イエス ・キ リス トが 「布に包まれて

寝 ている」 というみ使 いの証を羊飼い

たちが聞 いて６やって来 た ところです 。

４日後， マ リヤとヨセブがイエス さま

を神殿 に連れて行 くと， シメオ ンとア

ンナが聖霊 の力に導かれて，その子供

は長 い間待 ち望んでいた救い主 である

と大声でほめたたえてい ました。その

人た ちは さ らに，羊飼 いたちが追 い続

けた星の人はイス ラエルの王 となるべ

き人だ と言 いま した。す るとへ Ｐデ王

は この ことを聞いて，不安 を感 じま し

た。ヘ ロデ王 は， ベ ツレヘ ムにいる ２

５６８

才以下 の男 の子 はすべて殺せ とい う命

令 を出 しま したが， このことか らヘ ロ

デ王が イエスさまが お生 まれ になった

という ことをか た く信 じていた とい う

ことが わか ります。

これ らの ことはすべて， ・ｆエス ・キ

リス トが文字通 り神 の御子で あるとい

うマ リヤの証 を強 めま した。

マリヤのキ リス トの母 としての役 目

はふつ うの人 とはちが っていま した。

マ リヤはイエス さまの母 であ り， イエ

ス さまを産 む責任 があ り， めんど うを

見， いろいろな ことを教 えま したが，

イエス さまは マ リヤの神 で した。 「こ

の人に よる以外 に救 いはない。 わた し

た ちを救 い うる名 は， これを別 に して

は，天下のだれに も与 え られていない

か らで ある。」 とい う言葉 は， マ リヤ

の心をおだやか に しま した。 この変 わ

った関係の中で，イ エス さまはマ リヤ

を尊敬 してい ま した。 マ リヤが神殿 の

中で イエスさまを見つけて，い っ しょ

にナザ レに帰 るように言 うと，イエス

さまはその言葉 に従 って も ど り ま し

た。 それか らカナで結婚式のお祝 いが

あった ときに， ・ｆエスさまは マ リヤの

望みを聞 き入れ られ ま した。また十字

架 にか け られた とき， イエスさまは愛

す る弟子た ちにマ リヤの世話 をす るよ

うにた のみ ま した。

そ して マ リヤ も御子を ほめたたえま

した。 マ リヤは イエ スさまが この世 の

ただひ とりの救 い主 であ るとい うこと

を知 って喜び ま した。人 に水 に沈 める

バ プテスマを施 した宣教 師を子 に もっ

た ことがあ る母親 な らどんな人で も，

マ リヤが知 った この喜 びをわずか で も

味わ った ことで し ょう。 マ リヤのほか

に，死 か らよみがえ る力 を持 った子 ど

もを持 つ喜 びを知 ってい る入 はあ りま

せん。十字架 にかけ られ， お墓 に埋 め

られてか ら ３日後 に・イエスさまは生 き

返 りま した。 イエス さまのおかげです

、

べ ての人が いつ の日か生 き返 ることが

で きるのです。 そのような子供を もっ

たマ リヤは何 とす ば らしい祝福を受 け

た ことで しょう。

マ リヤはひど く悲 しい こと もあ りま

した。 マ リヤはイエスさまが永遠 の父

の御子 であるという ことを知 って いた

ので， なぜ イエスさまが人 々か ら軽べ

つ され，追害 され るのか とて も理解で

きなか ったにちが いあ りませ ん。 なぜ

ヘ ロデはイエス さまを殺 そう とした の

で し ょう。 イエス さまを子供 の ときか

ら知 っていた近 くの人 々はなぜ イエス

さまを受 け入れよ うとしなか ったので

しょう。 マ リヤは知 っていた ことです

が， イエス さまが 自分 は救 い主で ある

と言 ったために， なぜ人 々は殺 そ うと

して，丘の きりた ったがけに連れ て行

ったので しょう。 イエス さまは神様が

よいとい うときが来 るまで死 なない力

を備えていたので， そ 乙か ら逃 げま し

た。おそ らくマリヤは十字架 の下 に立

って， イエスさまが生 き返 るか も知 れ

な いと思 ったか も知 れません。 しか し

マ リヤは こう問 にかけ られた御子 の体

がだんだん弱 くな ってい くのを見 て，

イエスさま は死ぬ とい うことを知 りま

した。 マ リヤはその とき神殿 の中でシ

メオンが言 った予言 を思 いだ したにち

がい ありません。 「そ して， あなた自

身 もつ るぎで胸 を さしつ らぬかれ るで

しょう。」 それほど マ リヤの悲 しみは

大 きか ったのです。 イエスさまはその

母 と愛す る弟子 とがそばに立 って いる

のを ごらん にな って， マ リヤに言 いま

した。 「婦 人よ ごらんな さい。 これ は

あなたの子 です。」 それか ら この弟子

にお っしゃいま した。 「ごらんなさい

これはあなたの母 です 。」その時か ら，

この弟子 はイエスさまのおか あさんを

自分の家 に引 きとった とい う こ と で

す。



ロ レ ン ソ ・ ス ノ ー

あ る 大 学 生 の 決 心

ア ー サ ー ・Ｒ ・バ セ ッ ト

教会内には，大学時代に伝 道 や 兵

役，また宗教全般についてむずか しい

決心を迫 られ，それで初めて宗教と真

剣に取 り組んでいる若人が多い。教会

初期の数少ない指導者の １人であった

ロレンゾ ・スノーも，正式な大学生と

して教育を受ける機会があり，学生時

代には同じような重大な局面に立った

ことがあった。

スノー大管長は，当時最 も関心の高

かった大学の １つであるオバーリンに

席をおいていた。オバーリンは長老教

会派の大学で，その進歩的性格から，

いち早 く国中の評判をかっていた。た

とえばオバーリンは，男子 と同水準に

な って女子 の入学を認 めた， アメ リカ

で最初 の男女共学 の学校 で あ っ た。

１８３０年，奴隷制度 の問題 に関心を持 っ

たある著名 な若者 のグル ープが， この

奴隷制度 の慣習 に反対 して団結 した。

シ ンシナチ市 の レーン神学校で反対 に

あって不満 をつ の らせた彼 らは，１８３６

年 オハ イオ州のオバ ー リンヘグループ

で移動 して きた。そ して，当時最 も著

名で あった牧師の １人であ るチ ャール

ズ ・フ ィニ ーを神学 の教授 としてオバ

ー リンへ来 るよ う説 得 したのであ る。

これ らの ことが起 こったほ とんど同時

期 に， ロレンゾ ・ス ノーはオバー リン

に通学 していた。

ロレンゾは，彼 自身の言葉 によれば

「輝か しい期待 と自由な大学教育 を得

て， 自分 の野望 を果 たそうとの， この

世 の大望 に満 ちた若 者」の ごと く，大

学へ通 った。 ロ レンゾは，裕福な家の

出 だったので，多 くの富裕 な，また立派

な友だ ちや親戚を持 ってお り，それ ら

の人々は，皆 ロレンゾが生涯 の うちに

栄誉を受け るで あろうと熱心 に見守 っ

ていた。 ロレンゾは， 当時尊敬 された

すべての青年 と同様 に，生活の中で，敬

神の念 と宗教的 関心 を養 うよ う期待 さ

れた。に もかか わ らず，大学 内で たま

たま起 きた事件 を見 て， ロレンゾ は姉

のエ ライザにあてて， 「オバ ー リン大

各方面で活躍し始め

た頃のスノー大管長

繁

，鏡

轍

５６９

』へ 一 」
一 ．



ス ノ ー 大 管 長

学で， も しこれ以上 の ことが見 いだせ

なければ，すべての宗教 と お さ ら ば

だ」 と書いた 。

エ ラィザはいつ も弟のかたわ らにあ

って，弟が軍事 に興味を もってい るこ

とで心を痛 めて いた。 アメ リカの第二

次独立戦争 の終幕 にあ り， ナポ レオ ン

時代 の最中で あった！８１４年 に生を受け

た ロレンゾは，軍人生活 の魅力 にひか

れて いた。 エ ライザは， どこか外国の

戦場で弟 の一生が短 く断 ち切 られ るの

で はないか と常 に案 じていた。

スノー大管長の署名

ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー の 略 歴

年 令

１８１４ ４月 ３日

１８３１ １７

１８３５ ２１

１８３６ ２２

１８３７ ２３

１８３８－ ３９ ２４－ ２５

１８４０ ４３ ２６－ ２９

１８４５ ３１

１８４６－ ４８ ３２ ３４

１８４９ ３５

１８４９－ ５２ ３５－ ３８

１８５３ ３９

１８７２－ ８２ ５８－ ６８

１８７３ ７７ ５９－ ６３

！８８５ ７１

ユ８８６ ８７ ７２ ７３

１８８９ ７５

ユ８９３ ７９

１８９８ ８４

１８９９ ８５

１９０１ １０月 １０日 ８７

（１８１４－ １９０１）

オハイオ州マンチュアで生まれる

母親，教会に加入，ジョセブ・スミスの話を聞 く

オバー リン大学入学，姉エライザ ・Ｒ教会加入

バプテスマを受ける

オハイオ州で伝道する

ファーウェス トへ移住， ミッドウエスタンステーキ部で

伝道する

英国への伝道，ヴィクトリア女王にモルモン経を贈る

結婚

大平原を渡る

使徒に聖任される

ヨーロッパへの伝道

ブ リガム市の開拓民を管理する

ユタ准州議長になる

ブ リガム ・ヤングの副管長になる

米国北西部インディアンへの伝道

多妻結婚のかどで１１ヵ月間服役する

十二使徒評議員会会長 となる

ソル トレーク神殿長となる

大管長として支持 される

什分の一を強調する

死去

５７０



しか し， エライザの心 は宗教的 関心 に

向 け られてい った。エ ライザ とロレン

ゾの母親 は，すで に教 会に加入 してお

り， ロ レンゾがオバ ー リンに滞在中，

オハイオ州 のカー トラ ン ドへ 移住 し

た。 ロレンゾもまたモル モニズ ムに満

足 を見 いだすか もしれ ない と感 じたエ

ライザは， ロレンゾを カー トラン ドへ

連 れて来 る機会 をうかが った。 カー ト

ラン ドへやって来 て， ロ レンゾが予言

者 ジ ョセ フ ・ス ミスを知 り， その影響

を受け るに違 いない と感 じていたので

ある。

１８３６年，その機 会が訪 れた。 その年

ジ ョセフ ・ス ミス と教 会の他 の指導者

は，予言者の塾 を始め る仕事 に携 わっ

て いた１。初期 の アメ リカに あって教

育で尊敬を受け るには， どの学者 もヘ

ブ ライ語 とギ リシャ語 を学 ぶ必要 があ

った。 ロレンゾ はオバ ー リンでち ょう

ど古代言語 の研究を終 えた ば か り で

あ ったが， ヘブ ライ語 は修得 していな

か った。そ こでヘブ ライ語 の学者で あ

るジ ョシュア ・セイ クサス博士が予言

者 の塾 を教 え ることになっ た の を 知

った エ ライザは，弟に カー トラン ドへ

来てヘ ブ ライ語 を勉 強す る よ う 呼 ん

だ。 ロ レンゾは承諾 した。 ロレンゾは

すで に姉が 自分 のもの に していた宗教

に多少 の好奇心をいだいていた。が し

か し， カー トラン ドへ旅す ることによ

って， 自分 の生涯 にどのような変化が

起 きるかな どは恐 らく夢想だ に しなか

ったに違 いない。

ロ レンゾは，教会 の大祝福師で予言

者 の父で あった ジ ョセブ ・ス ミス ・シ

ニアに最 も深い印象 を受 けた。 ロレン

ゾは， なお自分 の自尊心や世 間の野望

と戦わ ねば な らず， 自分が霊 的な戦い

の とりこになって いるの に気づいた。

ロレンゾは，予言者が しば しば 「聖霊

に満 た されて天使 のような声で語 り，

神 のみ力に満 た され」全身 が 輝 き わ

た り， 「吹 き払 われる雪 の白さ」 に見

え る程 にその顔が光 り輝 くのを 目にし

た。

ロレンゾの霊 はそれ に応 じた。だが

また彼 の心はため らった。 ロレンゾ の

友 人 や親戚は，彼 の輝 か しい未来を予

期 してお り， もし彼 がその期待 を裏切

って，当時貧 し くて，無知 で，軽 べつ

に伯す るとみ られていた 「モルモ ン」

に加わ ると した ら，その人々は どう思

うで あろうか と考えた。

父 ス ミス （予言者 の父）は，若 きロ

レンゾの悩みを察 し，時お り彼 に次の

よ うに忠告 して くれ た。 「案 じな さん

な。せかず にや りなさい。そ うすれば

主 はその偉大 な末 日のみ業が真実で あ

ることをあなたに示 され るで しょう。

そ う してあなたは， バプテス マを受 け

たい と望 むよ うになるで しょう。」 最

初 この言葉 は ロレンゾを驚か したが，

彼 が主 を求 め続 け るうちに祝福師 ス ミ

ス の約束は成就 された。 ロレンゾはバ

プテス マを受けた。だが彼は まだ宗教

的 に不完全 だと感 じた。 ロ レンゾは，

す べて の疑 いを払 って くれ る以上 の何

かを求 めた。以前受 けた以上 のみ たま

によ る大 いなる確証 を望 んだ。

バプ テスマ後 ２，３週間 し て， ロレ

ンゾは望 んでいた確信 を得たが， それ

は予期 していた方法 によ るものではな

か った。福音 に対す る最初の証 を求 め

て いた間， ロ レンゾは，毎晩家の近 く

の森へ行 って，主 に祈 り求めた。 ある

晩， ロレンゾは祈 る気持にはなれなか

った。天が頭上で閉 じられたよ うに感

じた とロレンゾは言 っ て い る。 しか

し，祈 る気持 になれ なか っ た と は い

え， いつ ものよ うに祈 る場 所 へ 行 っ

た。

祈 ってい ると，ロ レンゾは，神 のみた

までか らだが完 全に包まれ，以前 には

経験 した ことのないほ どの喜 びで満 た

され るのを感 じた。バプ テス マの水 で

沈 め られ た時 よ りも，か らだの器 官に

「もっ と現実的 にまた肉体的 に力が及

ぼ される」 ような方法で聖霊 の力 （で

ロ レ ンゾ ・ス ノ ー の姉

で あ る エ ラ イ ザ ・Ｒ ・

ス ノー の 衣 服
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沈 め られたの）を感 じた時， ロレンゾ

の心か らあ らゆ る疑念が取 り 払 わ れ

た。

ロレンゾは，神 と福音 の回復 につい

て知 りたい と望 んでいた こ と を 知 っ

た。そ して この知識 は，世間が与 える

ことのできるあ らゆる富や名誉 にもま

して， ロレンゾに大 いなる値を与えて

くれ る もので あった。 ロ レンゾは，信

仰 を もって聖徒 らと運命を共 にす る決

心 を し， その信 仰 に対す る応えに望 ん

で いた心 の平安を得たので ある。

だが，いかな る戦 い も １つの戦場 の

みで勝利は得 られない。 ロレンゾ もま

た， あ らゆ る入 と同 じよ うに，霊的 に

成長す るために．戦い続 けねばな らなか

った。 ロレンゾの次 の戦 いは，宣教師

として働 いた多 くの人が知 り，かつ感

謝 して いる ことにあては まる ものであ

った。

大管長会 の一員で，以前牧 師であっ
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をこの机で書いた。

た シ ドニ ー ・リグ ドンは，教育 の重要

性を認 めて， ロレンゾに学校を続 ける

よ う励 ま した。だが，かつてオバ ー リ

ンの学生 であった ロレンゾは，心 に別

の目標 をいだいて いた。 レロンゾに と

って は，他人 に福音をのべ ることは と

て も恥ずか しくて，非常に案 じられ る

ことで あったが， それで もなお，他人

と福音を分 ちあいたい とい う望 みで心

が燃えた と言 ってい る。それは， ロレ

ンゾにとって，な しうる最 も大切 な こ

とだ ったのである。

その頃，長老定員会 の会員 にな りた

い と思 う者 は名前 を提 出す るよう要請

した声 明が大管長会か ら出された。 も

し大管長会 が承認すれば，聖任 され る

はずであった。 ロ レンゾは名前を提出

してお り，’「役職や召 しに対 し， 自分

の名前を提 出 した り，懇 請 した りした

のは，生涯 の うちでた った一度 だけで

あった」 と語 ってい る。

、

１８３７年春， ロ レンゾはオハイオで伝

道す る意図を もって，財布 も袋 も持 た

ず １人で宣教 の旅 へ出た。 （ル カによ

る福音書１０：４） これは教養 のあるロ

レンゾにとって生涯 の うちで一番 きび

しい試練 となった。

「財布 や袋
，特 に財布 を持 たず に出

かける ことは， 自立心 と い う 私の生

まれつきの心情 にとって それはか こ く

な試練 であった。 なぜ な ら，充分働 け

る年 頃になって以来， 「自分で支払 う

んだ」 と．いう意識 が 自尊心 にとってい

つ も必要 な属性な のだ と考 えて きたか

らで ある。 だが， ほかの 何物 で も な

く，神が 古えの僕 ら， イエスの弟子 た

ちに求 め られ たように，今 もそれを求

めて お られ るのだ とい う確 かな知識 だ

けが，生活のかてを善意 の人 々に頼 る

旅へ と私 を立たせたの で あ っ た。 だ

が， この点 について私 は自分 の義務 を

は っきりと悟 っていたので， そう しよ

うと決心 した。」

自分 の心 にある関心 と，主への信頼

とか ら， ス ノー長老 は最初の伝 道に旅

立 った。 ロレンゾ はおばを訪 れ，それ

か ら約３０マ・イルほ ど旅 した。ち ょうど

日が暮れかか り始めた頃， モル モンの

長老 と して初 めて公式 に訪 問 したが，

その夜の宿泊を断わ られた。 ８回目の

訪 問でや っと宿泊を許 され たが， それ

は，「夕食 な しでベ ッ ドに入 り，朝食ぬ

きで朝 の うちに出かける」 もので あら

た。 ロレンゾに とって， これが伝道へ

の序 曲で あった。 だが ロレンゾは，聖

徒 らと一緒 に ミズ ー リ州へ移 るまで，

自分 の出生地で忠実 に伝道の仕事を果

た したので ある。

１８３８年の秋 には，長い夏 でか らだを

悪 くしていた とはいえ， ロレンゾの心

は伝道の召 しの精神 で非常 に駆 りたて

られ，伝道 の業 に従事 したいと切 に願

うよ うになっていた。 ロレンゾは力が

尽 きていたが， もし主 のみ業 のた めに

旅立 つよ う努 めるな ら，神 は必要な力



をお与 え下 さると感 じた。 （教養 と聖

約 ４ ：２） そ こで，両親の忠告や願 い

とは反対 に，福音を分 ちあ うため旅立

ったので ある。

最初 ロ レンゾは，わずかな距離 しか

歩 くことがで きず，やむな く腰 かけて

休 んだ。 だが次第 に力を回復 し，全 く

健康 を取 り戻す まで になった。

この伝道 の旅の問， ロレンゾは ４つ

の州 で働 いた。 ２月， ロ レンゾはケ ン

タ ッキー州 にいて， 深 い雪 の中を ５００

マイル も旅 して オハ イオ州 に戻 る準 備

を していた。 ポケ ッ トにはわずか ！ド

ル２５セン トしか なか った。だが ロレン

ゾは，主 が備 えて下 さるという心か ら

の信仰 をいだ いて いた。

この帰途 の旅 は困難 な も の で あ っ

た。旅 の間ほ とん ど， ロ レンゾの靴 下

は，泥，雪，雨でずぶぬれ にな り，た

き火 をす ることな く宿を見つけ られ る

とすれ ば， それ は幸運 なことだ ったの

であ る。若 い宣教師 は この旅です っか

り衰弱 し， オハイオ州 の友 人の ところ

へ戻 った時は， ロレンゾだ と見分 けが

つかないほ どだった。友人 の世話の も

とに，高熱 で弱 りはて たロ レンゾは，

幾 日もベ ッドに倒 れていた。

ロレンゾ ・ス ノーの初期 の伝道 は，

以上 の ような もので， それはその後 に

起 こる多 くの事柄 のほんの始ま りに過

ぎなか った。翌年 ロレンゾは英 国へ行

った。海 上で４２日間 も嵐にあった。 ロ

レンゾはおばにあてて，嵐 の ことを次

のように書いた。

「おば さんの豊 かな想像 力で
，恐 ろ

しい嵐の中での僕を考 えて み て 下 さ

い。水の入 った大だ る２に腰 かけ， 両

手を近 くの綱 にゆわえて もち こたえて

いる姿を。船 は揺れに揺れ，時 々船側

を乗 り越 えて大波 がや って きては， 甲

板 にいる人 々にシャワーを浴びせたの

です。想豫 していただけますね。私 の

そば にすわ っていた男の人は，顔を こ

わば らせ，ひ ど く泣いてい ました。次

の瞬間，波 は船側を越 えて その男の人

を襲 い，男 の人は席か ら投 げ出 され，

反対側へ打 ち上げ られて しまったので

す。彼 は腕を折 り，ずぶぬれ にな って

立 ちあが りま した 。」

甲板 の下で は，箱が こわれてゆ るみ

泣 き騒 ぐ婦女 子の間を ころが り回 って

いま した。しか し，その間ス ノー長老は

この写真はロレンゾ ・ス

ノーが大管長だった時に

撮影したもの。今日最も

よ く私たちの目に触れる

ものである。

平静 な心で満 た されていた。主 の使命

を帯 びていたか らである。 この光景 は

使徒 パ ウロもそ うであったが，ル カが

描写 した ものによ く似 ていた。事実，

伝道 について言 うな ら， ロレンゾ ・ス

ノーは，パ ウロのよ うに多 くの困難 を

味わ った。ス ノー長老 の伝道 は，英 国

に続 いて，イ タ リア， ス イ ス， マ ル

タ，ハ ワ・イ， そ して 聖地 （エ ル サ レ

ム）で行 なわれた。伝道が終 わる前 に

８回 も大洋を横 断 し， １５万 マイル以上

も旅 し，それを全部 自分 の費用 でまか

な ったので ある。

ス ノー大管長 について多 くの ことが

思 い出 され る。その紳士 的な振舞 い，

主 に対す る心か らの霊 的な献身，植民

地開拓者 と してのす ぐれた能 力，教育

者 と しての評 価な ど。 しか し， すべて

の他 の徳 に もま して，特 に伝道 に対 す

る一段 とす ぐれた働 きが思い起 こされ

る。世界的 に伝道を推 進 した ことは，

ス ノー大管長の教会運営の中で，大 き

な進展を示 した ものの １つであ った。

５ヵ月か ら６ヵ月の間，他のス テーキ

部で働 くようＭ ＩＡ宣教師 さえ送 り出

した。福音を教 えるのに日本の地を開

くよう ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラン トを任 命

した。 スノー大管長は， ロシアやオー

ス トリアへ も福音が携え られてゆ くよ

う表明 した。教会運営の最後 の年，世

界中で伝道す るよう １千人以上 の宣教

師を召 した。それは教 会史上 かつてな

か った ことで あ り，その後 の２０年間に

も見 られなか った ことである。

ロ レンゾ ・ス ノーが，多忙な若 い大

学生 と して宗教 を も し選 ばなかった と

した ら，何が起 こり得 ただろ うか。数

え きれない どんなに多 くの人 々が，福

音を受け入 れ る機 会を失 っていた こと

で あろうか。

１． １８３２年 １２月 ２７日に与 え られ た啓 示 に従

って １８３３年 カー トラ ン ドで 組 織 され た

（教 義 と聖 約８８：１２７）

２。 ６３ガ ロ ン も入 るた る
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日本西部伝道部

福岡に ３つの教会建物

福 岡 支 部
本年 ４月に着工 し，完成を待たれていた福岡支部，伝道本部，伝道部長邸

が このほど完成いた しました。特に福岡支部は九州初の礼拝堂で，２０年来福

岡の聖徒達が待ちこがれていたものだけに，今回の完成には言い尽 くせない

大 きな喜びがあります。

この建物の建築 とほぼ同時に，福岡の地においてさらに九州の地において

家族の改宗が増えています。

私達はこれ ら３つの建物を， この地において改宗 した先輩の信仰 と証の賜

として感謝すると共に，私達 自身の心の中にそれ と劣 らぬ信仰を持って この

地にシオンを建てるよう努力 しなければならないと思います。

今後 この建物は， さらに多 くの人々を真理に導き，九州の地にステーキ部

を生み出す原動力 となるに違いありません。

伝道本部事務所

伝 道 部 長 邸

秋 の
さわやかに晴れわたった１０月１０日の体育の日，健康 と時間

に恵まれた中国地方部の各支部の兄弟姉妹をはじめ，宣教師

や求道者，合計約 １２０名が集まり，広島の地において大運動

会が開かれました。

同 じモルモンとして初対面もなんのそのす ぐに打ち解けて

紅白にわかれ，各競技に熱戦を操 り広げました。

日頃か らトレーニングを重ねてこの日に備えていた会員達

はモルモン精神を大いに発揮 し，大に走った り飛んだ り食べ

たりして又親睦を深めました。

いつもはペダルを踏む足 も急ぎがちの宣教師による 「自転

車遅乗り競走」花 もはじらう姉妹達の 「パン食い競争」，優 し

運 動 会
いけれ ど頼 りない と評 判の兄弟達によ る 「騎 馬戦」 など， 日

常で は知 りえないお互いのタ レン トがあ らわれ． いろいろな

意味で有意義な １日をお くりま した。

昼食 にはおに ぎり，おでんが用意 され， お腹一杯つ めこみ

ま した。本 当に全員が一つ となって楽 しい時間を過 ごす こと

がで きま した。

この運 動会 と同 じよ うに兄弟姉妹，宣教師全員が力を合わ

せ，心を一つに して，中 国地方か ら一 日も早 くステーキ部 が

誕生 す るよ う頑張 りたいと思 ってい ます。

皆様方 の上 に豊 かなみ恵 みと導 きがあ りますよ うお祈 りい

た してお ります。 中国地方部
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護 ．

ほ ア
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日本 中 央 伝 道 部

ｚ
ノ

神権者を励ます清水伝道部長

またまた前進〃

名古屋に もステーキ部 を

この秋の地方部大会は日本中央伝道部のなお

一層の前進を印象づけた。

★北陸地方部大会は１７０名以上の出席をみた。 こ

れは先の７月大会以降 ３ヵ月間に６０名以上の多

くを数えたこ とに な る。Ｍ ＩＡ大会 （土曜の

夜）は非常に活気に満ち素晴 らしい もの で あ

り，多 くの会員に感動を与えた。長老昇進は ７

名で，多 くの人の目をひいた。

★中部地方部大会は３５１名を数え来年の秋の地方

部大会で ７００名出席のチャレンジを受け， ２年

後にステーキ部を組織することを決意 した。ま

た新たに中村武地方部長が召された。この地方

部大会は新築の名古屋支部礼拝堂で行なわれ，

中部地方部の出席会員の称賛の的であった。

★四国地方部と中国東地方部は中国四国地方部の

分割以来初めての地方部大会ということになる

が会員の証は非常に強まっている。

四国大会には岡崎前伝道部長 も出席されて強い

証 と温かいメッセージを残され，多 くの会員と

旧交を温めておられた。

★中国東地方部大会は白鷲城で有名な姫路市で行

なわれ，初めての地方部大会にもかかわ らず多

くの会員の出席があった。

この４つの地方部大会で，：地方部長会をはじめ

地方部役員が多 く召されて地方部の指導性が強調

され，多 くの支部の新 しい会員が指導者として早

く成長することが期待 されている。出席人数でみ

る限り，この地方部大会は，神のみ業が 「またま

た前進」していることを強 く印象づけるものであ

つた。

※この大会のハイライ トは倉敷支部が開設以来わ

ずか ６ヵ月で独立支部に昇格 したこ とで あ っ

た。住吉正博兄弟が支部長に按手任命された。

絶蜷灘鋳馬

難 磯騨貿匙 野

清水伝道部長夫人の話に熱心に聞き入る会員

馨 欝響響 響轡饗饗

四国地方部Ｍ ｌＡ大会 歓迎を受ける岡崎前伝道部長夫妻

熱演する金沢支部長と姉妹達 北陸地方部長の話に聞き入る会員

置 ，
中部地方部のフォークダンス

奪 、諺蹉
藩 ㌃’

掌 講 ’靴罵愚
新しい礼拝堂にあふれる会員 （中部）

憾 弱
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♪

、

日 本 伝 道 部

世 を 正 す も の

日本伝道部第二副伝道部長

神

主イエスが人類の 「救い主」であること， 「父なる神」の

御子であり，私達の長子であること，その示された行ないは

私達の模範であること，私達一人一人は誰もが 「父なる神」

の息子，娘であること， これらを信 じて再び御父のみもとへ

帰ろうと決心 して行動 している人こそ世を正す人です。

私達は個人の救いのために現世にありますが，同様 に他の

人々，社会にもその手を差 し出すべきです。主は末日の聖典
’
の中で，

「これを以って，汝らは今の世の人々に悔改めを叫ばんた

めに召さるるなり。而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向い

て悔改めを叫ぶことに力を尽 くし，唯一人の人た りともわれ

‘醒に導かば
，わが御父の国に於て彼 と共に汝 らの悦び如何ばか

りそや。さて，わが御父の国にわれの許に導きたる唯一人の

人につきて汝 らの悦び大いならば，汝 らもし多 くの人を導 き

来たらばその喜びは果 して如何ばか りそや。」（教義と聖約

１８：１４－１６） と述べ られています。

私の知っている若い政治家に，父親がキリス トの教えを積

極的に家庭の中に取 り入れた関係で幼い時か ら影響を受け，

その教えが人類に貢献すると確信し洗礼を受けた 人 が い ま

す。

彼 も同様に勤勉 に生活し，自らもその教えに忠実に従いま

した。彼 は父の突然の死によりその議席を確保すべ く選挙に

打って出ま した。

彼は議会において自分の信念を貫き多数の中の １人として

その重責を果たしています。

彼は次のように語っています。 「大きな目に見えに くい動

きの中で自分の働 きはあたか も大海の波にも満たない気持を

感ず ることがある」 しか し常に彼の心にあるものは 「平和を

つくり出す人たちはさいわいである，彼 らは神の子 と呼ばれ

田 治

るであろう」という山上の垂訓の一節です。

人にはそれぞれ現世で異なった試 しがあります。同じ試 し

でも一人一人には異なったものになり，誰 もがそれを乗 り越

えな くてはなりません。誰もが現世の一 ベンソン長老の言

葉によると 「この誘惑と問題に満ち，罪多 く，物事がまるで

逆に言われている現代を生きてい く時，私達は確実に近づい

て来 る死 と」一 試練を経験するのです。

その意味で私達に必要なものは強さです。強さは待ってい

ては与えちれません。手 と心 とを使ってこそ私達にそれが培
ロ て　

ひ

われてい るのです。 ． ノ

私 は私達 の本質 は善で ある と信 じてい ます。証を述 べるの

は善のあ らわれです。隣人を大切 に し，子供を愛 し，妻 を愛

し，親 を愛 す るのは善 のあ らわれです。 「父な る神」 を礼拝

し感謝 す るのは善 のあ らわれです。

私 は私達 に これ らの善 なるものを与えた もうた御方 は 「父

な る神」 にほか な らない ことを知 っています。

試 しの世を与 え，戒命めを与 え， 自由意志 を与 え られ た方

こそ主 なる神で あることを知 っています。

私達が現在，持 ってい るもの，感 じてい るこ とを他の人 々

に伝え ることは大切な ことです。

言葉 と行ないを通 して模範 を示す こ とは主 の命 じた もうこ

とに一致 します。私達 がそれ らを続 けるな ら，行 ない は行 な

いを，言葉 は言葉 を生 み， この試 しの世 に主のみ言葉 を守 る

神の子 は さ らに増 加す る ことで しょう。

これ こそ悔 い改 めを叫べ との主のみ言 葉です。

主 の生 きた もうこ とを心か ら証 し，主 の恵 みがひ き続 いて

与 え られ ます よ う救 い主 イエスのみ名によ り， アーメ ン。

５７６

１９７３年 １月 よ り ，

聖 徒 の 道 購 読 料 値 上 げ の お 願 い

年間 １，３００円， 半年 ７００円， 一部売 り １３０円に変更 させていただきます。



東 京 ス テー キ部

ク リス マ ス に思 う

東京ステーキ部ひばりが丘支部

当

今 か ら１０年前 のク リスマスで した。 ささやかな食 事で ク リ

ス マスを祝 お うと思 い，家族 は テーブルを囲みま した。その時

末の子 は小学校 ６年生 で したので， あま りに も貧 しい食事を

見つめて 「ク リスマス も， お父 ざんが生 きていた時だけ あっ

たんだね」と涙 ぐみま した。私 は心臓 を刺 され る思 いで した。

「邦 夫
，私達 は今 ，神様 か ら試練 を与 え られてい るの よ。

だか ら１０年あ とにな った ら， きっ とあなたが たがお父 さんが

生 きて いた時 よりも，すば らしい ク リスマスを祝 うことがで

きる。 それ まで くじけないで教会 に行 って勉強 し， キ リス ト

の教 えに従 った生 き方をす るんだ よ。」 とさと し ま した。

「お じい さんの時代はす ご くお金持 で
，立派 な生活を して

いたのに，災難 にあって貧乏 にな ってい る人 もい る。小 さい

時 には小学校を 出ることもで きないで奉公 し， くじけないで

よ く働 き，勉強 したので翻 キば らしい実業 家にな ってい る人

もい るではないか。 くじけて はいけない。お友 だちに ｒあな

たがたは貧乏 になったね』 と言われ る時，心 を曲げてはだめ

よ。私 はいい，今 は貧乏 であって も１０年 あとにはもっとお金

持 になって見せ る。立派 な人 になってみせ るとい う心がけを

もたなければな らないんだ」 と教 えま した。 その時長女 は学

校を出て，勤 めに入 ったばか りで した。彼女 は 「そ うだ よ。

私た ちに は今，夜 が来 てい るんだ。人生 には夜が あって昼が

あるように，私 たちは今，真夜中 なんだ。 お母 さん には，愛

を示 そ うと思 って も何 もないのだか らできないんだ。お前た

ちが大 き くな って，お父 さんがいた時 よ りもす ば らしい ク リ

ス マスを迎え るためには，一生懸命勉強 しなければ な らない

んだ」 と話 しま した。次女は高校 ！年 で した が， 「私た ち

は大学へ行 って勉強 し な くて はな らないんだ。大学 に行 く

には，パ スす るだ けで はいけない。奨 学資金 を も ら う よ う

に勉強 しなければいけない」 と言 いま した。兄弟 ３人 「や り

ま しょう。勉強 しま しょう」 と言 い ま し た。長男 はハ ワイ

の大学で した。 あ と は 高校 １年 ，中学 ３年，小学校 ６年 と

い う子供 ばっか りで したので，貧 しい ク リス マ ス に，心を

誓 い合 って神 の教 えか らはずれない ように， どんなに人 に馬

鹿 に され て も，が まんす るんだ とい う約束 を しま した。 それ

か ら１０年 の今 日， ４人 も４人，奨 学資金で大学 を出ま した。

３人 は卒業 し，１０年前 にベ ソをかいた子が，今在学 して いま

す。彼 も先月か ら宣教師 と して豊橋で伝道 しています。次 男

も昨年 か ら伝道 に行 き，今盛岡で働 いています。１０年前 に寂

しい思いでベ ソ壷か いていた末 っ子か ら 「お母 さん，私 は支

部長 に任 命 されま した。 わが家で ４番 目の支部長です。 お父

真 操
孫の秀ちゃんと一緒に

さんやお兄 さんに負 ない立派 な支部長にな ろうと努 力 してい

ます」 と便 りが きた時，感無量 で した。よ くぞ成長 して くれた

と頼 もし く思 いま した。 ほんとに長女が言 ったよ うに， １０年

前 の私 は，真暗 やみで，明 日は生 き られ るか，いつまで命 が

延び られ るか とい う苦 しい生活で した。現在，朝 日が昇 って

きたかのよ うに，私 の人生 には，す ば らしい楽 しみ と喜 びが

満 ちあふれて きています。私 のおいやめ いには，医学博 士，

文学教授 ，高校， 中学 の教師 のよ うな学 識者がい ます。彼 ら

は 「おば さん，子供 は どうい うふ うに教育すれば， どうい う

境遇 にあって も，こんなにほが らかで素直で，親切 な親思いで

よ く勉強す る子 にな るのか，秘訣 を教 えて下 さい」 と言 いま

す。私 は答え ま した。 「私 は子供 を教 え る母 では あ り ま せ

ん。 あなたがたのよ うな学識 はないのだか ら教 えません。子

供か ら学ぶ母ですか ら秘訣 な どあ りませ ん。彼 らの良 さは，

教会 に行 って福音を学 びそれを実行 してい るだけです。彼 ら

の良 さは教会か ら学んでい ます。秘訣 を私か ら学ぼ うと しな

いで，教会 に来て見て下 さい 。」 人生 には夜が あ り昼が あ る

よ うに， いつ ど うい う境過 にあ うかわか りませ ん。 で もどん

な時 にあって も， この教会 の福音に従 って親 も子 も共 に生 き

てい るな らば，決 して曲が ることはない ことを証 します。

私 は現在，一人で働 いて います。 これ もまだ若 いので， も

う少 し働 いて什分 の一 を出す喜びを味わいたいか ら， もう少

し働 かせ て くれと，長男 や嫁 にお願 い して働 いています。 １

人で暮 らすのに寂 しくてはいけない と，長男は カラー テレビ

を買 って くれ ま した。寒 くなった時，嫁 は 「風邪 をひいては

いけない」 とス トーブを買 って きて くれ ます。 テ レビを見 る

時， こたつの中で見 た り，勉強 した りす るの もい い こ と だ

と， こたつを買って くれま した。 １人の息子 は，寝 る時冷た

くて はと電気毛布 を送 って くれ ます。 ほ ん と う に子供 たち

は，愛を示 して くれます。 こうい うす ば らしい子供 に恵 まれ

た ことを神様 に感謝 しています。現在の喜びを，神様 に感謝

してい ます。私 の現在 あ ることは， この教会 に来たおかげで

あると心か ら感謝 しています。 このせ ちが らい世の中で，私

た ち親 は， どのよ うに して子供 を育 てよ うか とい う心配を も

たず に，親 も子 も教会の中で生活す るな らば， いか なる世の

中 にあって も子供 が曲が った り，親が心配す ることが ない こ

とを，私 の身の上を もって証 します。す べて イエス ・キ リス

トの み名 によってお話 しま した。 アーメ ン。

（１９７１年 １２月 １９日収録）
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